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設立趣旨

ブリヂストン美術館

 ブ リヂス トン美術館は,石 橋正二郎氏が多年にわたって蒐集愛蔵した内外の美術品を,社 会公共のため,

広 く一般の鑑賞に供し,文 化向上の一端に貢献したいとの趣 旨に基づき,昭 和27年1月8日,ブ リヂス トン

ビルディング建設の機会に開設されたものであ り,昭 和31年4月 設立された財団法人石橋財団がその経営を

継承,昭 和36年9月 同財団が石橋氏から所蔵美術品一切の寄贈を受けた。なお,昭 和34年5月 には面積が二

倍に拡張されると共に,設 備に大改良を加えた新装工事が完成 した。

石橋美術館

 石橋美術館は,石 橋正二郎氏が昭和31年4月26日,ブ リヂス トンタイヤ株式会社創立25周 年を記念して,

社会公共の福祉と文化向上のために,郷 土 ・久留米市に寄贈 した石橋文化センターの中心施設である。昭和

52年,創 設者・石橋正二郎氏の遺族の寄付により増改築が行われ,同 年4月 以降,久 留米市の委託により,

石橋財団がその経営に当っている。

機構 ・運営

(昭和57年3月31日 現在)

石橋財団

理事長

理事

監事

評議員

石橋幹一郎

鳩山威一郎,茅 誠司,柴 田周吉,盛 田昭夫,有 田一寿,今 泉篤男,氷 室憲吉,嘉 門安雄

加嶋五郎,亀 徳正之,赤 司二郎

石橋幹一郎,茅 誠司,柴 田周吉,今 泉篤男,加 嶋五郎,竜 頭文吉郎,鵜 沢 晋,石 井公一郎,木 村 登,

小林行雄,郷 裕弘,河 北倫明,谷 信一,山 田智三郎,朝 吹三吉,谷 口鉄雄,石 橋 寛,真 藤 恒,高 碕芳郎,

吉久勝美,氷 室憲吉,嘉 門安雄

事務局長 氷室憲吉 総務部長 門司一二三

美術館運営委員会

委員長

委員

石橋幹一郎

今泉篤男,河 北倫明,谷 信一,山 田智三郎,朝 吹三吉,谷 口鉄雄,脇 田 和,高 階秀爾,嘉 門安雄

ブリヂス トン美術館

顧問

館長

高橋誠一郎

嘉門安雄

参与

事務部長

久保貞次郎,松 本栄一

加賀 守 学芸課長 阿部信雄

石橋美術館

館長 嘉門安雄 学芸課長 山上隆之輔 事務課長 渡辺啓一郎
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BRIEF HISTORY

BRIDGESTONE MUSEUM OF ART 
 On January 8, 1952, in celebration of the completion of the Bridgestone Building, Mr. Shojiro 

Ishibashi, ever mindful of the promotion of cultural development in Japan, opened to the public 
an art gallery within the building, under the name of "Bridgestone Gallery." Mr. Ishibashi's 

personal collection formed the nucleus of the exhibits of paintings, sculptures and other art 
objects. In April 1956 the management of the Gallery was taken over by the Ishibashi Foundation, 
and in September 1961 Mr. Ishibashi donated numerous art objects of his collection to the 
Foundation. In May 1959 the Gallery was considerably enlarged and entirely renovated, and in 
January 1968 the English name was changed from "Bridgestone Gallery" to "Bridgestone 
Museum of Art." 

ISHIBASHI MUSEUM OF ART 
 On April 26, 1956, in celebration of the 25 th anniversary of the founding of the Bridgestone 

Tire Co., Ltd., Mr. Shojiro Ishibashi donated the Ishibashi Center to the city of Kurume, his 
native place, for the purpose of rendering services to the public and promoting cultural 
development. The Museum (originally called "Ishibashi Art Gallery") is the main institution of 
the Center. In 1971 the English name was changed from "Ishibashi Art Gallery" to "Ishibashi 
Museum of Art." In 1977, thanks to a contribution of the bereaved family of Mr. Shojiro 
Ishibashi, the building of the Museum was reconstructed and extended, and in April of the same 
year the Ishibashi Foundation was entrusted with the management of the Museum by the city 
of Kurume.

ORGANIZATION & MANAGEMENT

(As of March 31, 1982)

Ishibashi Foundation
President of the Board of Directors Kanichiro Ishibashi
Directors

Auditors 
Councillors

Iichiro Hatoyama 

Kazuhisa Arita 

Goro Kashima 
Kanichiro Ishibashi 

Goro Kashima 
Noboru Kimura 

Nobukazu Tani 

Hiroshi Ishibashi 

Kenkichi Himuro

Seiji Kaya 
Atsuo Imaizumi 
Masayuki Kitoku 
Seiji Kaya 
Bunkichiro Ryuto 
Yukio Kobayashi 
Chisaburo Yamada 
Hisashi Shinto 
Yasuo Kamon

Shukichi Shibata 

Kenkichi Himuro 

Jiro Akashi 

Shukichi Shibata 

Susumu Uzawa 

Yasuhiro Go 

Sankichi Asabuki 

Yoshiro Takasaki

Akio Morita 

Yasuo Kamon

Atsuo Imaizumi 

Koichiro Ishii 

Michiaki Kawakita 

Tetsuo Taniguchi 

Katsumi Yoshihisa

Managing Director Kenkichi Himuro General Affairs Manager Hifumi Monji 
Executive Committee of the Museums
Chairman 
Members

Kanichiro Ishibashi 

Atsuo Imaizumi 

Sankichi Asabuki 

Yasuo Kamon

Michiaki Kawakita 

Tetsuo Taniguchi

Nobukazu Tani 

Kazu Wakita

Chisaburo Yamada 

Shuji Takashina

Bridgestone Museum of Art
Adviser 
Director

Seiichiro Takahashi 

Yasuo Kamon

Administrator Mamoru Kaga

Councillors

Chief Curator

Sadajiro Kubo

Nobuo Abe

Eiichi Matsumoto

Ishibashi Museum of Art
Director 
Chief Curator

Yasuo Kamon

Ryunosuke Yamagami Administrator Keiichiro Watanabe
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主な記録 ブリヂストン美術館

《特別展》

イタリア大統領来日記念/ウ フィツィ美術館秘蔵

イタ リア名作デ ッサ ン展

(ブ リヂス トン美術館開館30周 年記念)

1982年3月13日(土)-4月11日(日)(月 曜休館/26日 間)

主 催:石 橋財団ブリヂス トン美術館/フ ィレンツェ文化財監督庁/駐 日イタリア大使館/日 本テ レビ放送網株式会社/読 売新

   聞社

後援:イ タリア外務省/イ タリア文化財省/ウ フィツィ美術館/日 本外務省/日 本文化庁

出品内容:素 描50点

入場者総数:50,063人

パオ ロ ・ウ ッチ ェ ル ロ(1396/7-1475)

1． 四 人 の人 物 の習 作 黒 チ ョー ク ・黄 褐 色 の 淡 彩 ・鉛 白,青 い 紙/25.8×23.4cm

ドナ テ ル ロ(1386-1466)の 工 房

2.立 て る聖 者 23.5×10.4cm

ア ン トニオ ・ポ ル ライ オ ー ロ(1431/2-1498)派

3.腰 か け て 読 書 す る若 者 19.0×13.0cm

サ ン ドロ ・ボ ッテ ィチ ェ ル リ(1445-1510)

4.聖 ヒエ ロ ニ ムス　 銀 尖 筆 ・鉛 白,う す く赤 み を つ け た紙 ／24 .6×12.7cm

ドメニ コ ・ギ ル ラ ンダ イ オ(1449-1494)

5.マ ン トを着 た女 ペ ン と筆 ・イ ン ク・鉛 白,う す く赤 み を つ け た 紙/29.1×13.1cm

ア ン ドレア ・マ ンテ ー ニ ャ(ca．1431-1506)

6． 棕 擱 を手 に して 立つ 人 物 ペ ンと筆 ・イ ン ク ・鉛 白,黄 色 味 を つ け た 紙/32 .3×10．4cm

ジ ョヴ ァン ニ ・ベ ル リ-ニ(ca.1430-1561)

7.右 を 向 い て立 つ 聖 者 ペ ンと筆 ・イ ンク ・鉛 白,緑 色 の 紙/41.0×21.0cm

ヴ ィッ トー レ ・カ ル パ ッチ オ(ca.1465-1525/6)

8. 聖 母 子 と洗 礼 者 ヨハ ネ と聖 ロ ッ コ ペ ン ・黄 褐 色 の 淡 彩,白 地 の 紙/21.2×30.4cm

レオ ナ ル ド・ダ ・ヴ ィンチ(1452-1519)

9.若 い女 の 頭 部 銀 尖 筆,灰 色 の 紙/16.2×13.0cm

ロ レ ン ツ ォ ・デ ィ ・ク レデ ィ(1459-1537)

10.座 る幼 児 キ リス ト 銀 尖 筆 ・鉛 白,う す 赤 味 を つ け た 紙/28.3×18.3cm

フ ィ リッ ピー ノ ・リッ ピ(ca.1457-1504)

11.二 人 の 男 性 像 金 属 尖 筆 ・鉛 白,灰 色 の紙/29.2×23.8cm

ア ン ドレア ・デ ル ・サ ル ト(1486-1530)

12.男 の 肖像 黒 と赤 の チ ョー ク,白 地 の紙/23.5×18.3cm

バ キ ア ッカ(1494-1557)

13.木 陰 で 憩 う羊 飼 い と羊 の群 れ 赤 チ ョー ク,灰 色 の紙/27.8×21．1cm

ラ フ ァエ ル ロ・サ ンツ ィオ(1483-1520)

14.聖 母子 と聖 ヨハ ネ ペ ン,白 地 の紙/17.3×21.0cm

ミケ ラ ン ジ ェロ ・ブ オ ナ ロー テ ィ(1475-1564)

15.男 の頭 部 と脚 の習 作 黒 チ ョー ク,白 地 の 紙/43.2×28.0cm

ヤ コ ポ ・ポ ン トルモ(1494-1556)

16.座 る裸 の若 者 赤 チ ョー ク,白 地 の 紙/36.2×22.1cm

ロ ッ ソ・フ ィオ レ ンテ ィー ノ(1495-1540)

17.裸 の男 赤 チ ョー ク,白 地 の 紙/41.4×20.0cm

ドメ ニ コ ・ベ ッ カフ ー ミ(ca.1486-1551)

18.栄 光 の 聖 母 子 と四 人 の 聖 者 ペ ン ・黄 褐 色 の 淡 彩,白 地 の 紙/41.9×25.3cm

4 主な記録(ブリヂストン美術館)



バ ッチ オ ・バ ンデ ィネ ル リ(1493-1560)

19.ヴ ィー ナ ス の化 粧 ペ ン・赤 チ ョー ク,白 地 の 紙/40.4×27．1cm

ア ニ ョ ロ ・ブ ロン ツ ィー ノ(1503-1572)

20.裸 の 男 黒 チ ョー ク,白 地 の紙/35.0×26．5cm

ジ ョル ジ ョ・ヴ ァザ ー リ(1511-1574)

21.コ ジモ1世 とモ ンテ ム ル ロの戦 い の 捕 虜 ペ ン ・黄 褐 色 の 淡 彩 ・鉛 白,緑 味 を お び た紙/39.2×27．0cm

ベ ル ナ ル ド・ブ オ ンタ レ ンテ ィ(1536-1608)

22.ピ ッ テ ィ広 場 の 整 備 計 画 ペ ン,白 地 の紙/22.3×28.3cm

パ ル ミ ジ ャニ ー ノ(1503-1540)

23.立 て る女 赤 チ ョー ク・白チ ョー ク,白 地 の 紙/17.4×9.7cm

ニ ッ コ ロ ・デ ルラ バ ー テ(ca.1509-ca.1571)

24.風 景 の 習 作 ペ ン,未 加工 の 紙/27.0×39.6cm

レ リオ ・オ ル シ(ca.1511-1587)

25.聖 ア ン ドレア ペ ン ・黄褐 色 の淡 彩 ・鉛 白,黄 色味 を お びた 紙/21.3×13.1cm

ペ リー ノ ・デ ル ・ヴ ァー ガ(1501-1547)

26.舞 台 衣 装 の習 作 ペ ン・黒 チ ョー ク,白 地 の紙/27．5×17.9cm

ペ ル レグ リー ノ ・テ ィバ ル デ ィ(1527-1596)

27.有 翼 の女 の装 飾 モ テ ィー フ 黒 チ ョー ク・ペ ン・茶 色 と黒 の淡 彩 ・鉛 白,緑 味 お び た 紙/37.5×24.8cm

ジ ュゼ ッペ ・ア ル チ ンボ ルデ ィ(ca.1527-1593)

28.仮 面 を つけ た女 の頭 部 ペ ン と筆 ・青 の 淡 彩,白 地 の紙/26.0×19.0cm

ル カ ・カ ン ビ アー ゾ(1527-1585)

29.オ リー ブ園 の キ リス ト捕 縛 ペ ン ・茶 色 と灰 色 の淡 彩 ・鉛 白,白 地 の紙/23.8×31．7cm

テ ィツ ィア ー ノ ・ヴ ェチ ェ リオ(ca.1489-1576)

30.プ ロ メテ ウス 木 炭 ・白チ ョー ク,灰 色 の 紙/30.2×39.9cm

ドメニ コ ・カ ンパ ニ ョー ラ(ca.1500-1562)

31.マ グダ ラの マ リア に別 れ を 告 げ る キ リス ト ペ ン,白 地 の 紙/22.2×39.5cm

ヤ コ ポ ・テ ィ ン トレ ッ ト(1518-1594)

32.男 性 裸 体 の 習 作 木 炭 ・白チ ョー ク,空 色 の 紙/38.9×26.8cm

ヤ コポ ・バ ッサ ー ノ(ca.1517-1592)

33.二 人 の 女 と子供 の い る 家庭 の情 景 黒 チ ョー ク ・黄 褐 色 の 淡 彩 ・鉛 白,青 い紙/27.6×38.2cm

パ リス ・ボ ル ドー ネ(1500-1571)

34.裸 の 男 性 の上 半 身 木 炭 ・白 チ ョー ク,空 色 の 紙/22.3×20.5cm

パ ル マ ・イ ル ・ジ ョヴ ァネ(1544-1628)

35.ロ ザ リオの 聖 母 と聖 者 た ち ペ ン・灰 色 の淡 彩 ・鉛 白,黄 褐 色 の 紙/41.4×27.1cm

フ ェデ リ コ ・バ ロ ッチ(1535-1612)

36.習 作 木 炭 ・白チ ョー ク・赤 チ ョー ク ・空 色 の 紙/26.3×39．7cm

ア レ ッサ ン ドロ ・ア ル ロー リ(1535-1607)

37.穀 物 の 種 ま き 黒 チ ョー ク・ペ ン・赤 チ ョー ク,未 加 工 の 紙/38.3×36．0cm

ク リス トフ ォロ ・ロ ンカ ル リ(1552/3-1626)

38． 聖 家 族 赤 と黒 の チ ョー ク・白 チ ョー ク,空 色 の紙/38.7×27.3cm

ル ドヴ ィコ ・チ ゴ リ(1559-1613)

39.凱 旋 門 の 習 作 ペ ン ・黒 チ ョー ク・青 の淡 彩,白 地 の 紙/43.6×36.5cm

ア ンニ バ レ ・カラ ッチ(1560-1609)

40.二 人 の 若 者 の 肖像 赤 チ ョー ク,白 地 の紙/28.3×36.5cm

ア ゴ ス テ ィー ノ ・カ ラ ッチ(1557-1602)

41.樹 木 の 習 作 ペ ン,白 地 の 紙/38.4×25.1cm

主な記録(ブリヂストン美術館) ５
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グ エ ル チ ー ノ(1591-1666)

42.人 物 の い る風 景 ペ ン,黄 変 した 紙/26.5×41.6cm

グ イ ド・レー ニ(1575-1642)

43． 裸 の男 の 半 身 像 赤 チ ョ ー ク ・白 チ ョー ク,白 地 の紙/27.9×35.5cm

ピエ トロ ・ダ ・コル トー ナ(1596-1669)

44.二 人 の女 の 上 半 身 木 炭 ・白 チ ョー ク,白 地 の紙/23.8×26.1cm

バ ッチオ ・デ ル ・ビ ア ン コ(1604-1656)

45.馬 上 の若 者 ペ ン ・黒 チ ョー ク ・茶 色 と青 の 淡 彩,白 地 の紙/44.8×34.8cm

ステ フ ァノ ・デ ル ラ ・ベ ル ラ(1610-1664)

46.港 の水 夫 た ち 黒 チ ョー ク ・ペ ン ・灰 色 の 淡 彩,白 地 の紙/16.5×26.2cm

ヴ ォル テ ル ラー ノ(1611-1689)

47.水 差 しを持 つ若 者 赤 チ ョー ク ・白チ ョー ク,灰 色 の 紙/43．3×28.2cm

サ ル ヴ ァ トー ル ・ロー ザ(1615-1673)

48.風 景 の習 作 ペ ン・灰 色 と黄 褐 色 の淡 彩,白 地 の 紙/13．7×37.0cm

ル カ ・ジ ョル ダ ー ノ(1634-1705)

49.受 難 の シ ンボ ル を持 つ 天 使 黒 チ ョー ク ・灰 色 の 淡 彩,白 地 の紙/29．8×25.7cm

ジ ョヴ ァ ンニ ・マ リア ・ビ ッビ エ ーナ(18世 紀 に活 躍)

50． バ ロ ッ ク風 建 築 の舞 台装 飾　 ペ ン・灰 色 と青 の 淡 彩,黄 色 味 を お び た紙/30.0×34.1cm

6 主な記録(ブリヂストン美術館)
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《特別陳列》

ギ リシ ャの壼

1981年3月14日-4月26日(於 第1室)

*当 館所蔵のギ リシャ陶器の全作品54点 を展示。

黒 絵アムフォー ラ 赤絵 ベイル・アムフォー ラ 赤絵 ヒュドリア 赤絵ペリケ

現代絵画選

1981年5月1日 －6月28日(於3階 特別展示室)

ピ エー ル ・ア レ シ ン ス キー(1927-  )

1． 田園 の一 隅 油 彩,画 布/100.0×85.0cm/1951年

2.木 の根 水 彩,紙/38.8×48．0cm/1954年

モ ルゲ ン ス ・ア ンデ ル セ ン(1916-  )

3.作 品 油 彩,画 布/163.0×196.0cm/1977年

ザ オ ・ウー キ ー(1920-  )

4.作 品(15.1.'61)油 彩,画 布/54.0×73.0cm/1961年

5.作 品(24.2．'70)油 彩,画 布/130.0×162.0cm/1970年

6.作 品(10.6.'75)油 彩,画 布/65.0×81.0cm/1975年

猪 熊 弦 一 郎(1902-  )

7.都 市 計 画(黄 色No.1)油 彩,画 布/152.4×152.4cm/1968年

8.三 角 の 空 油 彩,画 布/126.9×102.0cm/1968年

川 端 実(1911-  )

9.作 品B 油 彩,画 布/131.5×181.5cm/1964年

坂 田 一 男(1889-1956)

10. エ ス キ ー ス 油 彩,板/33.0×23.0cm/1953年

桜 井 晨正(1926-  )

11. キ ャベ ツ測 量 報 告 色 鉛筆 ・コ ンテ ・ア ク リル,画 布/227 .5×182.0㎝/1977年

12.MIKI測 量 報 告 色 鉛 筆 ・コ ンテ ・ア ク リル ,画 布/227.5×182.0cm/1977年

杉 全 直(1914-  )

13.キ ッ コウ 油 彩,画 布/227.0×182.0cm/1961年

山口 長 男(1902-  )

14.累 形 油 彩,板/91.0×91.0cm/1958年

脇 田 和(1908-  )

15.鳥 を 飼 う人 油 彩,画 布/50.0×61．0cm/1958年

8 主な記録(ブ リヂストン美術館)



世 紀末とジ ャポニスム
－19世 紀末のヨーロッパ版画より－

1981年7月3日 －8月23日(於3階 特別展示室)

エ ミー ル ・ベ ルナ ー ル(1868-1941)

1.キ リス ト(磔 刑)木 版/35.5×15.0cm/1894年

モ ー リス ・ドニ(1870-1943)

2． マ ド レー ヌ(2つ の顔)リ トグ ラ フ/30.2×25.2cm/1893年

3.母 と子 リ トグ ラフ/24.4×17.4cm/1897年 頃

オ ー ギ ュス ト・ル ペ ー ル(1849-1918)

4.洗 濯 女 ソ フ トグ ラ ン ド・エ ッチ ング,ア ク アチ ン ト/39.0×23.0cm/1893年

カ ミー ユ ・マ ル タ ン(1861-1898)

5.「 レス タ ン プ.オ リジ ナ ル」の表 紙 リ トグ ラ フ/58.0×85．0cm/1894年

シ ャル ル ・モ ー ラ ン(1856-1914)

6.ト ゥール ーズ=ロ ー ト レッ クの 肖像 ア クアチ ン ト/23.0×13.3cm/1893年

7． 母 と子 エ ッチ ン グ/24.4×17．9cm/1896年 頃

エ ル マ ン ・ポ ー ル(1864-1940)

8． 帽 子 屋 の 女 た ち リ トグ ラ フ/24.5×35.5cm/1894年

オ デ ィロ ン ・ル ドン(1840-1916)

9.耳 リ トグ ラ フ/27.0×25.0cm/1893年

10.仏 陀 リ トグ ラ フ/31.7×25.0cm/1895年

11.習 作 リ トグ ラ フ/30.0×24.5cm/1900年

ア ン リ・リヴ ィエ ー ル(1864-1951)

12.ブ ル ター ニ ュの海 木 版/23．3×34.5cm/1890年 頃

13.ノ ー トル=ダ ム楼 上 よ り リ トグ ラ フ/52.5×81．5cm/1900年

ポ-ル ・シ ニ ャ ック(1863-1935)

14.サ ン=ト ロペⅡ リ トグ ラ フ/27.5×37.0cm/1894年

15.夕 べ リ トグ ラ フ/20.3×26.1cm/1898年

ア ン リ・ド・トゥー ル ー ズ=ロー トレ ック(1864-1901)

16.ム ー ラ ン=ル ー ジ ュに て リ トグ ラ フ/45.8×34.7cm/1892年

17． 「レス タ ン プ ・オ リジ ナル 」の 表 紙 リ トグ ラ フ/56.5×64.0cm/1893年

18.ア ンバ サ ド ゥール に て リ トグ ラ フ/30.2×24．6cm/1894年

19.カ ル ナ ヴ ァル リ トグ ラ フ/25.8×16.6㎝/1894年

20． 「シル ペ リク」の な か で ボ レ ロを踊 る ラ ンデ リ トグ ラ フ/37.2×26.2cm/1895年

21． 「苦 しい 時 代 」の な か の ヤ ー ヌと ア ン トワ ー ヌ リ トグ ラ フ/32.0×25.8cm/1895年

22.マ ル セ ル ・ラ ンデ嬢 胸 像 リ トグ ラ フ/32.5×24.6cm/1895年

23.エ グ ラ ンテ ィー ヌ嬢 一 座 リ トグ ラ フ/61.5×80.0cm/1896年

24.騎 手 リ トグ ラフ/52.0×37.0cm/1899年

フ ェ リ ック ス ・ヴ ァロ ッ トン(1865-1925)

25.デ モ ンス トレー シ ョ ン 木 版/20.5×32．2cm/1893年

26.入 浴 木 版/18.0×22.5cm/1894年

27.シ ュ ー マ ンに捧 ぐ 木 版/15.1×12．2cm/1893年

エ ドゥアー ル ・ヴ ュイ ヤ ー ル(1868-1940)

28.室 内 リ トグ ラ フ/29.0×23.5cm/1893年

ア ン リ・ヴ ァ ン ・デ ・ヴ ェル デ(1863-1957)

29.ト ロポ ンの 広 告 リ トグ ラフ/30.8×19.8cm/1898年

主な記録(ブリヂストン美術館) 9



24

ペ ー タ ー ・べ ー レ ンス(1868-1940)

30.接 吻 木 版/27.1×21.5cm/1896-97年 頃

オ ッ トー ・エ ック マ ン(1865-1902)

31.春 訪れ な ば リ トグ ラ フ/25.0×11.0cm/1895年 頃

32.あ や め 木 版/21.7×12.5cm/1895年 頃

33.五 位 鷺 木 版/13.7×24.5cm/1895年 頃

ア ン リ・エ ラ ン(パ ウ ル ・ヘ ル マ ン)(1864-?)

34.戯 れ る人 魚 木 版,リ トグ ラ フ/28 .9×20.4cm/1897年 頃

ア ル トゥー ル ・イ リエ ス(1870-1953)

35． 月 の 出 エ ッチ ン グ/18.2×14.1cm/1896年

オ イ ゲ ン ・キ ル ヒナ ー(1865-?)

36.11月 エ ッチ ン グ/31.1×18.9cm/1896年 頃

ヴ ァル タ ー ・ラ イ ス テ ィコ ウ(1865-1908)

37.鶴 ア ル ミ版 平 版/21.8×27.9cm/1898年

ヴ ィル ヘ ル 厶 ・フ ォル ツ(1855-1901)

38.サ ロ メ リ トグ ラフ/27.2×18.7cm/1896年 頃

ウ ィ リア ム ・ニ コ ル ソン(1872-1949)

39.老 婆 木 版/24.5×9.5cm/1897年 頃

ウ ォル タ ー ・ク レイ ン(1845-1915)

40． シ ンバ ル を持 つ 踊 り子 リ トグ ラ フ/43.5×31.0cm/1894年

チ ャー ル ズ ・リケ ッツ(1866-1931)

41.洪 水 木 版/9.0×9.5cm/1894年

10 主な記録(ブ リヂストン美術館)
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32



生誕100年 山 下新太郎展

1981年8月29日-10月25日(於 第5室)

1.画 室 の宵 油 彩,画 布/73.0×60.0cm/1907年

2.窓 際 油 彩,画 布/92.0×65.0cm/1908年(東 京 国 立 近 代 美 術 館 蔵)

3.読 書 油彩,画 布/92.0×73.0cm/1908年(ブ リヂ ス トン美術 館 蔵)

4.ノ ラ ・フ ァル ク嬢 油 彩,画 布/46.0×38.0cm/1908年(ブ リヂ ス トン美術 館 蔵)

5.ブ ル タ ー ニ ュ の女 油 彩,板/44.0×33．0cm/1908年(石 橋 美 術 館 蔵)

6.雨 の 日の セ ー ヌ河 畔 油 彩,板/14.0×18.0cm/1908年

7.裸 婦 油 彩,画 布/95.0×71.7cm/1908年(東 京 国 立近 代 美 術 館 蔵)

8.シ ュ ザ ン ヌ 油 彩,画 布/53.0×43.0cm/1909年(ブ リヂ ス トン美 術 館 蔵)

9.リ オ ン・ド・ベ ル フ ォ ール 広 場 油 彩,板/13.8×18.0cm/1909年

10.コ ンセ ー ル ・ル ー ジ ュ(劇 場 に て)油 彩,板/17.5×13．5cm/1909年

11.ロ ー マ の 夕景 油 彩,板/14.0×18.5cm/1909年

12.靴 の 女 油 彩,画 布/71.7×59.8cm/1910年(東 京 国 立 近 代 美 術 館 蔵)

13.モ ンパ ル ナ ス の テ ア トル ・ド・ラ ・ゲ ー テ(パ リ小 劇 場 の 一 隅)油 彩,板/24.0×19.0cm/1910年

14.妻 の 母 ・山 崎 ラ ウラ像 油 彩,板/18.0×13.5cm/1912年

15.端 午 油 彩,画 布/55.5×46.5cm/1915年

16.供 物 油 彩,画 布/55.0×45.5cm(ブ リヂ ス トン美 術 館 蔵)

17.あ み もの 油 彩,板/24.0×16.0cm/1917年

18.山 下 百 合子 像 油 彩,板/21.5×14．5cm/1919年

19． 金 閣 寺 林 泉 油 彩,画 布/55.0×46.0cm/1922年(ブ リヂ ス トン美 術 館 蔵)

20.イ タ リー ・ス トロ ンボ リ 油 彩,板/19.0×24.0cm/1931年

21.パ リ・コ ン コル ド広 場 油 彩,板/27.0×32.0cm/1932年(ブ リヂス トン美 術 館 蔵)

22.モ ンパ ル ナ ス の テ ア トル ・ド・ラ・ゲ ー テ 油 彩,板/18.5×24.0cm/1932年

23.劇 場 油 彩,板/28.0×35．0cm/1932年

24.海 棠 油 彩,画 布/81.0×65.0cm/1934年

25.初 夏 油 彩,画 布/24.0×19.0cm/1934年

26.小 春 麗 日 油 彩,画 布/45.0×38.0cm/1942年

27． む ら さ きは し どい(ラ イ ラ ッ ク)油 彩,画 布/48.0×38.0cm/1943年

28.畑 に 行 く娘 油 彩,画 布/50.0×38.0cm/1945年

29.寄 居 玉 淀 桜 堤 油 彩,板/14．0×18.0cm/1945年

30.庭 上 油 彩,画 布/72.0×59.5cm/1946年

31． 春 の庭 油 彩,画 布/41．0×32.5cm

32． 菜 園 油 彩,画 布/54.0×65.0cm/1946年

33.藤 娘 油 彩,画 布/55.0×46．0cm/1947年

34.群 青 石 の 頸 飾 油 彩,画 布/55.0×46.0cm/1947年

35.オ ラ ン ダ水 盤 とば ら 油 彩,画 布/46×54.5cm

36.ば ら 油 彩,画 布/46.0×54.5cm

37． 奈 良 の春 油 彩,画 布/61．0×73.0cm

38.ヴ ェ ニ ス 水 彩,紙/26.0×35.0cm/1909年

39.靴 の女(下 図)水 彩,紙/15．0×11.0cm/1910年

40.粉 本(花)紙 本 着 色,額/35.0×22.0cm/1929年

41.山 下 み ね 八 歳 像 パ ス テル,紙/26.5×20.5cm/1930年

42.婦 人 像(マ ドモ ワゼ ル ・デ ュ ラ ン)鉛 筆,紙/31.0×22．0cm/1906年

43． 婦 人 像 鉛 筆,紙/17.5×10.0cm/1906年(ブ リヂ ス トン美 術 館 蔵)

44.婦 人像 鉛 筆,紙/30.5×22．5cm/1906年

主な記録(ブ リヂストン美術館) 11
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16

8

45.パ リに て　 鉛 筆,紙/15.0×10.0cm/1908年

46.パ リの 画室 に て　 鉛 筆,紙/17.0×10.0cm/1908年

47.窓 際(下 図)　 鉛筆,紙/17.0×11.0cm/1908年

48.ノ ラ ・フ ァル ク嬢　 鉛 筆,紙/13.0×10.0cm/1908年

*所 蔵が銘記 されている もの以外 は個 人蔵

19

12 主な記録(ブリヂストン美術館)
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森三美－作品 と資料

1981年11月1日 －11月29日(於3階 特別展示室)

*出 品作については,石 橋美術館の記録(本 号の23-24頁)を 参照のこと。

ガ ヴ ァ ル ニ の 版 画

1981年12月3日-12月20日(於3階 特 別 展 示 室)

*当 館所 蔵 の シ リー ズ《ダ プ レ・ナチ ュ ール 》(リ トグ ラ フ/1857-1858)40点 を 中心 に 展 示 。

ドー ミエの版画

1982年1月5日-2月28日(於3階 特別展示室)

*当 館所蔵の《おしやれ》《陶器マニア》《魚釣 り》《狩猟》(リトグラフ)の4シ リーズを展示。

主な記録(ブリヂストン美術館) 13



《土曜講座》

通算回数 月日 講座題目 講師

《第8回 ギ リシャの文化と美術 ギ リシャの美術館(Ⅰ)》(昨年度からのつづき)

1226

1227

1228

1229

1981年 4月4日

4月11日

4月18日

4月25日

(3)

(4)

(5)

(6)

アテネ国立考古博物館(2)―― ギリシャの墓碑      中山典夫氏

ビザンチン美術館―― ビザンチンの美術         高橋栄一氏

アクロポ リス美術館―― パルテノンの彫刻        水 田 徹氏

イラクリオン美術館―― ミノア美術           友部 直氏

《創造と苦悩の軌跡Ⅲ――夭逝の画家たち》

1230

1231

1232

1233

1234

1235

1236

1237

5月9日

5月16日

5月23日

5月30日

6月6日

6月13日

6月20日

6月27日

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

松本竣介―― 都会の憂愁                朝 日 晃氏

中村 彝―― エロシェンコの画家             匠 秀夫氏

スーラ―― グランド・ジャッド島の日曜 日    　　  中山公男氏

今村紫紅―― 近江八景を描く             佐 々木直比古氏

モデ ィリアーニ――モンパルナスに死す         島田紀夫氏

岸田劉生―― 内なるものを見つめて      　　    浅野 徹氏

ロートレック――モンマル トルの日々    　    徳 田良仁氏

ゴッホ――燃えつきた生命  　      　　     　 嘉門安雄

《ジャポネズリ―研究学会夏期連続講演会――19世 紀美術の諸相》

1238

1239

1240

1241

1242

1243

7月4日

7月11日

7月18日

7月25日

8月1日

8月8日

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

花と蝶――19世 紀絵画の一側面      　       高階秀爾氏

アメリカのジャポニスム―― ジョン・ラファージを中心に-桑 原住雄氏

イタリアの印象主義            　      井関正昭氏

浅井 忠と夏目漱石―― アール ・ヌーヴォーをめ ぐっで  芳賀 徹氏

ドラクロワ,ボ ー ドレールとオリアンタリスム　    阿部良雄氏

1867年 と78年 のパ リ万国博覧会―― 日本会場を巡って　  大島清次氏

《世紀末芸術から表現主義へ―― ムンク,ノ ルデ展開催記念》

1244

1245

1246

1247

1248

1249

1250

9月12日

9月19日

10月3日

10月10日

10月17日

10月24日

10月31日

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

北欧の世紀末　    　  　  　　　　　　　　  嘉門安雄

ムンクのエロス  　　　　　　　　　　　　　   徳田良仁氏

ムンク――人と芸術      　　　　　　　　   匠 秀夫氏

ムンクの芸術とその精神文化的土壌　  　　　　　　   　稲富正彦氏

仮面の画家――ノルデとアンソール 　 　　       末永照和氏

ノルデと第三帝国　　　　　　　　　　　　　　　　    坂崎乙郎氏

ノルデ――色彩に託された情念     　　　　　　　　千足伸行氏

14 主な記録(ブリヂストン美術館)



通算回数 月日 講座題目 講師

《地中海学会秋期連続講演会――地中海の都市》

1251

1252

1253

1254

1255

1256

11月14日

11月21日

11月28日

12月5日

12月12日

12月19日

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

トロイ―― ホメロスの都　               友 部 直氏

ラヴェンナ―― 西ローマ帝国最後の栄光         名取四郎氏

エフェソス――母神信仰の系譜    　　　　      三 浦一郎氏

バルセロナ―― ヨーロッパの辺境     　      樺 山紘一氏

テッサロニケ―― その歴史とモニュメント        高橋 栄一 氏

ローマ――都市のイコノグラフィー           若桑みどり氏

《フランス美術の伝統》

1257

1258

1259

1260

1261

1262

1982年 1月16日

1月23日

1月30日

2月6日

2月13日

2月20日

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

プッサンとル・ブラン――フランス古典主義       木村三郎民

シャルダンと静物画の伝統               島田紀夫氏

ルイ15世とロココ芸術                 中山公男氏

ダヴィッドと新古典主義絵画              阿部良雄氏

ドラクロワをめぐるロマン主義             阿部良雄氏

ドゥガとロートレックと……             吉田秀和氏

《第9回 ギリシャの文化と美術  ギ リシャの美術館(Ⅱ)》

1263

1264

1267

3月6日

3月13日

3月27日

(1)

(2)

(3)

挨拶                   クレオン・カツァンビス氏
                      　　　 駐日ギリシャ大使

ギリシャと私                    関本 至氏

映画 「ヴィーナスの誕生――エーゲ海の太陽」

オリンピア美術館――ゼウスの栄光           永田 徹氏

デルフォイ美術館――アポロンの聖地　　         中山典夫氏

《イタリア名作デッサン展記念講演会》

1265

1266

3月20日 (1) レオナル ドの素描 ・素画,手 稿について         裾分一弘氏

3月22日(月)(2) 西欧における素描の意味              若桑みどり氏

主な記録(ブ リヂストン美術館) 15



主な記録 石橋美術館

《特別展》

ピカ ソ愛の遺 産展

1982年3月7日―4月18日(43日 間/会 期中無休)(於2階)

主催:石 橋美術館/西 日本新聞社/テ レビ西日本

出品内容:絵 画82点,彫 刻3点,陶 器4点

参考資料:手 紙20点,写 真パネル,年 譜等

入場者総数:28,158人

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.

40.

白 い手 と ギ タ ー 油 彩 ・木 炭,画 布/27.0×35.0cm/1927年

17歳 の マ リー=テ レーズ の4つ の 肖像 鉛 筆,紙/39.4×25.7cm/1927年

ベ レー帽 の マ リー=テ レー ズ 木 炭 ,紙/63.0×48.0cm/1927-28年

21歳 の マ リー=テ レーズ 鉛 筆,紙/18.5×11.5cm/1928-29年

灰 色 と白 の2色 の 背 景 の女 の胸 像 と横 顔 油 彩 ・墨,画 布/46.0×46.0cm/1928年

ベ レー帽 の マ リー=テ レー ズ 鉛 筆 ,紙/37.5×24.3cm/1929年

20歳 の マ リー=テ レーズ の 横顔 鉛 筆,紙/62.7×47.5cm/1930年

彫 刻 家 とモ デ ル 油 彩,画 布/22.0×33.0cm/1931年

ラ ン プ 油 彩,画 布/162.0×130.0cm/1931年

庭 の 中 の2人 の女 油 彩 ・墨,紙/34.5×51.0cm/1932年

眠 るマ リー=テ レー ズ 木 炭,画 布/97.0×130.0cm/1932年

赤 い ク ッ シ ョ ンの上 に眠 る女 油 彩,画 布/33.0×55.0cm/1932年

物 思 い に ふ け る マ リー=テ レー ズ 油 彩,板/63.8×47.2cm/1932年

マ リー=テ レー ズ:正 面 と横 顔 油 彩 ・木 炭,画 布/111.0×81.0cm/1931年

海 辺 の2人 の女 と脱 衣 室 油 彩,画 布/22.0×27.0cm/1932年

ボ ー ル と3人 の 浴女 油 彩,画 布/27.0×35.0cm/1932年

踊 る2人 の女 鉛 筆,紙/18.0×13.5cm/1933年

ベ レー 帽 の女 油 彩,画 布/55.0×38 .0cm/1934年

少 女 に 導 かれ る盲 目の ミノタ ウ ロス の仮 面 を つ け た 男 墨,紙/25.0×32.0cm/1934年

打 ち 明 け 話 タ ピス リー/195.0×170.0cm/1934年

マ ヤ に 授 乳す る マ リー=テ レー ズ イ ンク,紙/29.0×43.0cm/1935年

3カ 月 の マ ヤ 鉛 筆,紙/26.0×17.3cm/1935年

3カ 月 半 の マ ヤ 鉛 筆,紙/34.0×25.5cm/1935年

マ リー=テ レーズ 鉛 筆 ,紙/25.7×34.3cm/1935年

母 と子　 墨,紙/35.0×26.0cm/1936年

マ ヤ に 授 乳す る風邪 の マ リー=テ レーーズ パ ス テル ・墨 ,紙/26.7×20.4cm/1936年

母 と子:10カ 月 の マ ヤ 鉛 筆,紙/51.0×34.0cm/1936年

海 辺 の 漁 師 と女 墨,紙/50.0×65.5cm/1936年
“神 話 的 ”家 族 墨,紙/62

.0×48.0cm/1936年

赤 い ベ レー帽 の マ リー=テ レー ズ 油 彩 ・鉛 筆,画 布/55.0×46.0cm/1937年

花 冠 の マ リー=テ レーズ 油 彩 ・鉛 筆,画 布/55.0×46.0cm/1937年

花 飾 りを つ け た マ リー=テ レー ズ 油 彩 ・鉛 筆,画 布/61.0×46.0cm/1937年

青 い ベ レー帽 の マ リー=テ レー ズ 油 彩,画 布/61.0×50.0cm/1937年

赤 い ベ レー帽 と毛 皮 の襟 を つ け た マ リー=テ レー ズ 油 彩,画 布/61.0×50.0cm/1937年
“初 雪 ” パ ス テ ル

,画 布/29.0×19.0cm/1938年

傷 つ い た ミノ タ ウ ロス と水 の 精 油 彩 ・木 炭,画 布/46.0×55.0cm/1938年

マ リー=テ レー ズ 油 彩 ・鉛 筆 ,画 布/46.0×38.0cm/1938年

子 供 を 抱 い た イ ネス ・サ ッ シエ 油 彩,画 布/46.0×38.0cm/1938年

肘 を つ くマ リー=テ レーズ 油 彩,画 布/65.0×46.0cm/1939年

M.T．P．W．(マ リー=テ レー ズ ・ピカ ソ・ヴ ァル テ ール)の モ ノ グ ラ ムの あ る花 瓶 油 彩 ,画 布/18.0×14.0cm/1939年

16 主な記録(石橋美術館)



41.

42.

43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

51.

52.

53.

54.

55.

56.

57.

58.

59.

60.

61.

62.

63.

64.

65.

66.

67.

54 60

黄 色 い 帽 子 の マ リー=テ レー ズ 油 彩,画 布/65.0×54.0cm/1939年

ロ ワイ ヤ ン イ ン ク,紙/21.5×27.0cm/1940年

マ リー=テ レー ズ グ ワ ッ シ ュ ・墨,紙/27.0×21.0cm/1939年

エ ミリー=マ ル グ リッ ト・ヴ ァル テ ー ル(お ば あ ち ゃ ん)の 肖像 油 彩 ・鉛 筆,画 布/41.0×33.0cm/1939年

マ リー=テ レー ズ ドライ ポ イ ン ト(グ ワ ッ シ ュ と色鉛 筆 で 加筆)/45.0×34.0cm/1942年

羊 を抱 く男 の た め の習 作 墨,紙/33.3×22.0cm/2枚/1942年

椅 子 と鳩 墨,紙/32.5×25.0cm/1942年

パ リの ノー トル=ダ ム,グ ラ ン=ゾ ー ギ ュス タ ン河 岸 の 眺 め,1945年7月14日 油 彩,画 布/38.0×46.0cm/1945年

フ ラ ン ソ ワ ー ズ リ トグ ラ フに パ ス テ ル/54.0×48.0cm/1946年

肘 掛 椅 子 の女:フ ラ ン ソ ワ ーズ 墨,紙 の コ ラー ジ ュ/55.0×38.5cm/1948年

18歳 の マ ヤ 鉛 筆,紙/26.2×21.1cm/1953年

水 着 姿 の ヘ ラ ク レス像 を 見 つ め る冠 を つ け た 坐 る女 墨 ・色鉛 筆,紙/24.0×32.0cm/1954年

ラ ・カ リフ ォ ル ニ ー,夜 油 彩,画 布/40.0×55.0cm/1958年

自画像 鉛 筆,紙/34.0×26.8cm/1917年

白 い ボ ンネ ッ トの パ ウ ロ テ ンペ ラ,板/46.0×32.5cm/1922年

2歳 半 の マ ヤ の 肖像 油 彩,画 布/73.0×60.0cm/1938年

1歳 半 の ク ロー ド 油 彩,画 布/100.0×81.0cm/1948年

絵 を 描 く ク ロー ド 油 彩,画 布/46.0×38.0cm/1951年

3歳 の パ ロマ 油 彩,画 布/41.0×33.0cm/1952年

お た ま じ ゃ くし とパ ロマ 油 彩,画 布/81.0×65.0cm/1954年
“科 学 と慈 愛 ”の た め の 下 絵 油 彩

,画 布/38.0×48.0cm/1897年

P.ピ カ ソの 父 ドン ・ホ セ ・ル イ ス=ブ ラス コ 墨,紙/31.5×21.0cm/1897年

“ラ・テ ル トゥ リア” 木 炭 ,紙/13.0×18.0cm/1898年

ピカ ソの妹 ロー ラの 肖像 木 炭,紙/31.0×25.0cm/1898―99年

正 面 を 向 く若 者:ク レウス 鉛 筆 ・水 彩,紙/48.0×31.5cm/1900年

人 体 習 作 コ ンテ,紙/50.5×32.5cm/1895年

マ リー=テ レー ズ の 頭 部 ブ ロ ンズ/50.0×31.0×27.0cm/1931年
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68.

69.

70.

71.

72.

73.

74.

75.

76.

77.

78.

79.

80.

81.

82.

83.

84.

85.

86.

87.

88.

人 形 を もつ 少 女 油 彩,板/52.0×34.0cm/1902―03年

少 女 の トル ソ 油 彩,紙/62.5×47.0cm/1908年

2人 の裸 婦 グ ワ ッシ ュ,紙/25.0×19.0cm/1920年

水 差 し とギ タ ー パ ス テ ル ・イ ンク,紙/105.0×75.0cm/1921年

ギ タ ー,水 差 し,オ レンジ 油 彩,画 布/97.0×130.0cm/1925年

女 の 顔 油 彩,画 布/53.3×44.5cm/1935年

水差 し とい ち じ くの あ る静 物 油 彩,画 布/33.0×41.0cm/1937年

水 差 し と りん ごの あ る静 物 油 彩,画 布/22.0×29.0㎝/1938年

水 差 し と りん ご の あ る静 物 油 彩,画 布/19.0×24.0cm/1938年

肘 掛 椅 子 に 坐 る女(フ ラ ン ソワ ー ズ ・ジ ロ ー)油 彩,画 布/116.0×89．0cm/1945年

ふ くろ うと矢 のあ る静 物 油 彩,画 布/81.0×116.0cm/1945―46年

緑 の 巻 毛 の 女 油 彩,画 布/35.0×27.0㎝/1946年

ひ げ の あ る牧 神 の 顔 コ ラ ー ジ ュ ・グ ワ ッ シ ュ,紙/66.5×50.5cm/1946年

猫 の い る静 物 油 彩,画 布/130.0×162.0㎝/1962年

アル ル カ ン ブ ロ ンズ/40.0×35.0×22. 0cm/1905年

蓋 付 きの 壼 セ ラ ミッ ク/高 さ65.0cm

蓋 付 きの 壷 セ ラ ミッ ク/高 さ65.0cm

読 書 す る ジ ャ ク リー ヌ ブ ロ ンズ/64.0×53.0cm/1964年

腸 詰 め と卵 セ ラ ミッ ク/31.0×37.0×5.0cm/1951年

闘 牛 セ ラ ミッ ク/31.0×37.0×5.0㎝/1947年

腕 を組 ん です わ る軽 業 師(サ ル タ ンバ ン ク)油 彩,画 布/130.5×97.0cm/1923年(特 別 出 品)

31 展覧会ポスター
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近代洋画 と久留米

1982年3月19日―3月28日(10日 間)(於1階)

主催:久 留米市/久 留米市教育委員会/石 橋美術館

出品内容:絵 画84点,鋳 銅1点

入場者総数:4,047人

青 柳 武 一(1894-1922)

1.風 景 油 彩,画 布/32.0×45.0cm/1913年

2.晩 秋 の 午 後 油 彩,画 布/42.6×51.4cm/1916年

3.静 物 油 彩,画 布/41.0×53.5cm/1918年

伊 東 静 尾(1902-1971)

4.高 良 台 風 景 油 彩,画 布/80.5×99.8cm/1933年

5.春 風 油 彩,画 布/77.4×59.0cm/1953年

6.朝 顔 油 彩,画 布/53.3×45.4cm/1953年

7.山 湖 の朝 霧 油 彩,画 布/50.0×60.6cm/1966年

8.花 油 彩,画 布/53.3×41.0cm/1966年

井 口 淡(1885-1972)

9.七 ツ釜 油 彩,板/32.0×41.0cm/1935年

10.山 の風 景 油 彩,画 布/73.0×53.0cm/1955年

11.秋 の庭 油 彩,画 布/60.5×72.5cm/1960年

12.ひ まわ り 油 彩,画 布/53.0×45.0cm/制 作 年 不 詳

牛 島 磐 雄(1903-  )

13.漂 流 の 民 油 彩,板/23.3×32.9cm/1930年

14.ふ た り(ピ エ ロ)油 彩,画 布/53.0×45.5cm/1967年

15.ツ ツ ジの 頃 油 彩,画 布/37.8×45.4cm/1970年

太 田 寛(1889-1957)

16.草 刈 油 彩,画 布/45.5×61.0cm/1916年

17.裸 婦 油 彩,画 布/53.0×33.5cm/1932年

18.自 画 像 油 彩,画 布/45.5×38.0cm/制 作 年 不 詳

大 野 米 次 郎(1884-1920)

19.唐 津 の 海 辺 油 彩,板/23.0×32.0cm/1903年

20.木 立 油 彩,画 布/80.0×117.0cm/1914年

21.つ つ じの 花 油 彩,板/23.0×32.0cm/1918年

国 武 史 郎(1890-1943)

22.海 岸 油 彩,ボ ー ド板/33.0×24.0cm/1922年

23.山 村 風 景 墨,紙/9.0×14.0cm/1923年

24.久 大 線 車 窓 墨,紙/9.0×14.0cm/1923年

25.由 布 岳 墨,紙/9.0×14.0cm/1923年

26.風 景 墨,紙/9.0×14.0cm/1923年

27.風 景 墨,紙/9.0×14.0cm/1923年

倉 田 九 平(1904-  )

28.風 景 油 彩,板/18.0×24.0cm/1923年

29.樫 の 木 油 彩,画 布/53.0×41.0cm/1969年

上 妻 隆雄(1899-1978)

30.夕 映 え(白 取 神社)紙 本 着 色/50.0×60.5cm/制 作 年 不 詳

31.群 鮎 紙 本 着 色/60.5×72.5cm/1970年

32.青 島 の 夕(岩 硴)紙 本 着 色/71.0×82.0cm/1973年

主な記録(石橋美術館)
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古 賀 春 江(1895-1933)

33.風 景 水 彩,紙/31.5×31.5cm/1914年

34.雪 油 彩,ボ ー ド板/24.0×33.0cm/制 作 年 不 詳

小 松 清 次(1892-  )

35.ア トリエ の周 辺(1)油 彩,画 布/60.5×72.5cm/1965年

36.ア トリエ の周 辺(2)油 彩,画 布/50.0×61.0cm/1966年

37.雪 油 彩,ボ ー ド板/23.5×33.0cm/1968年

38.由 布 岳 油 彩,画 布/50.0×60.5cm/1975年

39.リ ンゴ 油 彩,ボ ー ド板/24.0×33.0cm/1977年

佐 野 敏 一(1895-1944)

40.は ぜ 淡 彩,絹/27.0×24.0cm/1922年

41.人 物 墨,絹/27.0×24.0cm/1922年

執 行 輝 彦(1890-1964)

42.自 画 像 色 鉛 筆,紙/18.5×15.0cm/1911年

43.す い れ ん 油 彩,板/35.5×25.5cm/1960年

44.作 品 油 彩,画 布/41.0×28.0cm/制 作年 不 詳

45.作 品 油 彩,画 布/12.0×88.5cm/制 作年 不 詳

高 田 力 蔵(1900-  )

46.水 郷 モ レー(フ ラ ンス)油 彩,画 布/60.5×73.0cm/1967年

47.清 水寺 の紅 葉 油 彩,画 布/76.0×65.0cm/1969年

48.ス ペ イ ン階 段(ロ ー マ)油 彩,画 布/76.0×65.0cm/1972年

富 安 道 義(1887-1960)

49.裏 地 水 彩,紙/40.0×55.0cm/1914年

50.瓦 焼 き工 場 水 彩,紙/60.0×45. 0cm/1921年

51． 温 泉場 の 湯 け む り パ ス テ ル,紙/50.0×40.0cm/制 作 年 不 詳
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20 主な記録(石橋美術館)

豊 田 勝秋(1897-1972)

52.松 油 彩,板/15.7×22.3cm/1950年

53.富 士 油 彩,画 布/38.3×45.7㎝/1972年

54.鋳 銅 花 器 制 作 年 不 詳

中 園正 之(1902-1944)

55.原 田氏 像 油 彩,画 布/60.5×49.5cm/制 作 年 不 詳

原 田筑 紫(1904-  )

56.南 国 の想 い 出 油 彩,画 布/90.5×116.5cm/1955年

57.初 秋 油 彩,画 布/91.0×116.5cm/1979年

58.夕 焼 け の牡 丹 91.0×117.0cm/1980年

東 原 一 美(1903-1971)

59.工 場 油 彩,画 布/37.9×45.5㎝/制 作 年 不 詳

60.風 景 油 彩,画 布/37.7×45.5cm/制 作 年 不 詳

61.竹 林 油 彩,画 布/38.0×45.5cm/制 作 年 不 詳

姫 野 悟郎(1902-1964)

62.静 物 パ ス テル,紙/40.7×56.3cm/1935年

63.自 画像 油 彩,板/26.6×16.8cm/制 作 年 不 詳

平 井 房 人(1903-1960)

64.自 画 像 油 彩,画 布/52.5×45.0cm/制 作 年 不 詳

65.角 力 油 彩,画 布/90.0×74.5cm/1923年

66.思 ひつ き夫 人 淡 彩,紙/27.3×24.2cm/1925年

藤 森 静 雄(1891-1943)

67.自 画 像 油 彩,画 布/60.5×45.8cm/1915年

68.雪 の 駿 河 台 木 版,紙/23.5×31.5cm/1932年

69.夜 の銀 座 木 版,紙/31.4×24.6cm/1933年

古 川 潤 二(1890-1950)

70.風 景 油 彩,板/23.5×33.0cm/制 作 年 不 詳

71.と りい れ 油 彩,板/23.5×33.0cm/1914年

72.風 景 うる し,板/35.5×50.0cm/1915年

73.牛 油 彩,板/15.0×22.5cm/1916年

松 田諦 晶(1886-1961)

74.花 油 彩,画 布/45.5×53.0cm/1929年

75.運 動 場 油 彩,板/16.0×22.5cm/1947年

76.自 画 像 油 彩,板/31.5×23.5cm/1929年

三 島重 雄(1903-  )

77.盆 近 し 水 彩,紙/45.0×37.5cm/1981年

78.台 所 あ るが ま ま 水 彩,紙/45.0×37.5cm/1982年

79.松 槙 春 近 し 水 彩,紙/45.0×37.5cm/1982年

安 元 知 之(1890-1927)

80.自 画 像 油 彩,画 布/29.0×20.5cm/1920年

81.紅 葉 の庭 油 彩,画 布/60.0×45.0cm/1920年

82.庭 前 油 彩,画 布/72.5×60.5cm/1924年

吉 武 友 樹(1904-  )

83.風 景 油 彩,画 布/72.0×90.0cm/1937年

84.八 甲 田へ の道 油 彩,画 布/72.8×90.9cm/1966年

85.六 甲 山暮 色 油 彩,画 布/72.8×90.9cm/1977年



《特別展示》

世紀末 ヨー ロッパの版画一雑誌『パン』よ り

1981年4月25日 －5月31日(於2階)

フ ェ リシ ア ン ・ロプ ス(1833-1898)

1.老 い た る カ トリー ヌ エ ッチ ング/20.5×14.4cm

ゲ オ ル ク ・リュー リヒ(1868-?)

2.デ ー メル の酒 の歌 の ため の縁 飾 り リトグ ラ フ/30.3×22.1cm

フ ェ リ ック ス ・ヴ ァロ ッ トン(1865-1925)

3. ロー ベ ル ト・シ ュ ー マ ンの 肖像 木 版/15.1×12.2cm

モ ー リス ・デ ュモ ン(?一?)

4.サ ッ フ ォー グ リプ トグ ラフ/12.0×19.1cm

オ ッ トー ・エ ック マ ン(1865-1902)

5.あ や め 木 版/21.7×12.5cm

エ ド厶 ン ト・ク ロ ッツ(1855-?)

6.少 女 の 顔 エ ッチ ン グ/11.3×14.9cm

ア ン リ・ド・トゥー ル ー ズ=ロ ー トレ ック(1864-1901)

7. マル セル ・ラ ンデ 嬢 リ トグ ラ フ/32.5×24.6cm

ヤ ー コプ ・G.フ ェル トヘ ー ル(1866-?)

8.無 題 木 版/27.8×20.5cm

フ ラ ン ツ ・ス カル ビー ナ(1849-1910)

9.雨 の辻 馬 車 リ トグ ラ フ/24.5×22.4cm

ア ン デ ル ス ・ツ ォル ン(1860-1920)

10. ポ ー ル ・ヴ ェ ル レー ヌ エ ッチ ン グ/23.2×15.8cm

シ ャル ル ・モー ラ ン(1856-1914)

11.母 と子 エ ッチ ング/24.4×17.9cm

マ ック ス ・ク リン ガー(1857-1920)

12.追 憶 エ ッチ ング/24.9×11.9cm

オ ッ トー ・グ ラ イナ ー(1869-1916)

13. ゴル ゴタ エ ッチ ング/20.1×25.9cm

ハ ンス ・ウ ンガ ー(1872-1936)

14.女 の 顔 の習 作 リ トグ ラ フ/27.6×20.8cm

ゲ オ ル ク ・リ ュー リ ヒ(1868-?)

15. フ レイ ア と巨 人 た ち リ トグ ラ フ/24.9×20.1cm

ヴ ィル ヘ ル ム ・フ ォル ツ(1855-1901)

16.サ ロ メ リ トグ ラ フ/27.2×18.7cm

オ イ ゲ ン ・キ ル ヒ ナ ー(1865-?)

17. 11月 エ ッチ ン グ/31.1×18.9cm

オ ッ トー ・エ ック マ ン(1865-1902)

18.五 位 鷺 木 版/13.7×24.5cm

アル トゥー ル ・イ リエ ス(1870-1953)

19.月 の 出 エ ッチ ン グ/18.2×14.1cm

ル ー トヴ ィヒ ・フ ォ ン ・ホ フ マ ン(1861-1945)

20. ア ダ ム とエ ヴ ァ リ トグ ラ フ/25.2×19.5cm

ヴ ィル ヘ ル ム ・ライ プ ル(1844-1900)

21.老 婆 の像 エ ッチ ン グ/18.1×13.7cm

ウ ィ リア ム ・ニ コ ル ソ ン(1872-1949)

22.老 婆 木 版/24.5×9.5cm

モ ー リス ・ドニ(1870-1943)

23.母 と子 リ トグ ラ フ/24.4×17.4cm

オ ー ギ ュス ト・ロダ ン(1840-1917)

24. ア ン トナ ン ・プル ース ト エ ッチ ン グ/11.4×7.0cm

ル ー トヴ ィ ヒ ・フ ォ ン ・ホ フ マ ン(1861-1945)

25. うら らか な 日 リ トグ ラ フ/17.5×28.4cm

グ ラー フ ・フ ォ ン ・カ ル ク ロイ ト(1855-1928)

26. 帰 宅 リ トグ ラ フ/19.0×19.0cm

ア ン リ・エ ラ ン(1854-?)

27.戯 れ る人 魚 木 版 ・リ トグ ラ フ/28.9×20.4cm

ポ ー ル ・シ ニ ャッ ク(1863-1935)

28.夕 暮 れ リ トグ ラ フ/20.3×26.1cm

マ ク シ ミ リア ン ・リュ ス(1858-1941)

29.溶 鉱 炉 リ トグ ラ フ/26.0×20.0cm

イ ポ リ ッ ト・プテ ィジ ャン(1854-1929)

30.装 飾 下 絵 リ トグ ラ フ/26.0×20.0cm

ア ン リ=エ ドモ ン ・ク ロ ス(1856-1910)

31. シャ ンゼ リゼ に て リ トグ ラ フ/23.0×26.0cm

ア ン リ・ヴ ァン ・デ ・ヴ ェル デ(1863-1957)

32. トロポ ンの広 告 リ トグ ラ フ/30.8×19.8cm

ヴ ァル タ ー ・ラ イ ス テ ィコ ウ(1865-1908)

33. 鶴 リ トグ ラ フ/21.8×27.9cm

ヴ ィル ヘ ル ム ・フ ォル ツ(1855-1901)

34. ニ ン フの行 進 と踊 り リ トグ ラ フ/10.2×20.9cm

ア ル ベ ル ト・ク リ ュー ガ ー(1858-?)

35. ヤ ー コプ ・ブ ル クハ ル ト 木 版/9.6×8.5cm

ペ 一 夕 ー ・べ ー レン ス(1868-1940)

36.接 吻 木 版/27.1×21.5cm

ハ ンス ・フ ォン ・フ ォル ク マ ン(1860-1927)

37.礼 拝 堂 リ トグ ラ フ/23.6×19.4cm

マ ック ス ・リー バ ー マ ン(1847-1935)

38.薪 を集 め る女 た ち リ トグ ラ フ/16.7×28.9cm

ハ ンス ・オ ルデ(1855-1917)

39. フ リー ド リ ヒ・ニ ーチ ェ エ ッチ ン グ/16.9×12.4cm

ペー 夕 ー ・べ ー レン ス(1868-1940)

40. 冬 景 色 木 版/26.5×21.1cm
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ガヴ ァルニ/ド ー ミエ版画展

1981年6月27日 －7月26日(於2階)

オ ノ レ ・ドー ミエ(1808-1879)

1. お しゃれ(1) 石 版/25.0×18.5cm/1839年

2.お し ゃれ(2)石 版/26.0×20.0cm/1839年

3.お しゃれ(3)石 版/24.5×19.0cm/1839年

4.お しゃれ(4)石 版/24.7×19.0cm/1839年

5.お しゃれ(5)石 版/21.5×19.5cm/1839年

6. お しゃれ(6) 石 版/23.3×18.5cm/1840年

7. お しゃれ(7) 石 版/27.2×19.0cm/1840年

8. お しゃれ(8) 石 版/22.0×18.0cm/1840年

9.お しゃれ(9) 石 版/23.0×18.5cm/1840年

10.魚 釣 り(1)石 版/22.8×17.4cm/1840年

11.魚 釣 り(2) 石 版/22.8×16.7cm/1840年

12.魚 釣 り(3) 石 版/22.2×16.3cm/1840年

13.魚 釣 り(4)石 版/20.8×16.1cm/1840年

14.魚 釣 り(5)石 版/22.6×16.4cm/1840年

15.魚 釣 り(6)石 版/24.1×16.1cm/1840年

16.魚 釣 り(7)石 版/24.1×19.9cm/1841年

17.陶 器 マ ニ ア(1)石 版/19.2×22.7cm/1855年

18.陶 器 マ ニ ア(2) 石版/19.3×24.5cm/1855年

19.陶 器 マ ニア(3)石 版/23.5×19.2cm/1855年

20.陶 器 マ ニア(4) 石 版/19.0×25.1cm/1855年

21.陶 器 マ ニア(5)石 版/17.9×24.2cm/1855年

22.陶 器 マ ニ ア(6) 石 版/20.2×24.1cm/1855年

23.陶 器 マ ニ ア(7)石 版/18.9×26.5cm/1855年

24.陶 器 マ ニ ア(8) 石 版/18.8×23.0cm/1855年

ポ ー ル ・ガ ヴ ァル ニ(1804-1866)

25. ダ プ レ・ナ チ ュ ー ル 石 版/23.0×18.5cm/1857-58年

26. ダ プ レ・ナ チ ュ ー ル 石 版/23.0×18.5cm/1857-58年

27. ダ プ レ・ナチ ュ ール 石 版/23.0×18.5cm/1857-58年

28. ダ プ レ・ナチ ュ ール 石 版/23.0×18.5cm/1857-58年

29. ダ プ レ・ナ チ ュ ール 石版/23.0×18.5cm/1857-58年

30. ダ プ レ・ナ チ ュ ール 石版/23.0×18.5cm/1857-58年

31. ダ プ レ・ナ チ ュー ル 石版/23.0×18.5cm/1857-58年

32. ダ プ レ・ナ チ ュー ル 石 版/23.0×18.5cm/1857-58年

33. ダ プ レ・ナ チ ュー ル 石 版/23.0×18.5cm/1857-58年

34. ダ プ レ・ナ チ ュー ル 石 版/23.0×18.5cm/1857-58年

35. ダ プ レ・ナ チ ュ ー ル 石 版/23.0×18.5cm/1857-58年

36. ダ プ レ・ナ チ ュ ー ル 石 版/23.0×18.5cm/1857-58年

37. ダ プ レ・ナ チ ュ ー ル 石 版/23.0×18.5cm/1857-58年

38.老 い た る ロ レ ッ ト 石 版/19.5×16.2cm/1851-52年

39.共 産 派 石 版/19.5×16.2cm/1851-52年
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森三美― 作品と資料

1981年9月12日 －10月25日(於2階)

森 三 美(1872-1913)

1.自 画像 コ ンテ,紙/43.6×31.0cm

2.鶏 の い る風 景 油 彩,板/27.9×22.4cm

3.農 夫 油 彩,板/31.5×22.2cm

4.海 岸 風 景 油 彩,板/22.4×31.5cm

5.肥 前 田舎 風 景 油 彩,板/22.2×31.6cm/1910年 頃

6.七 ツ釜 風 景 色 鉛 筆,紙/14.6×23.2cm

7.海 岸 ス ケ ッチ 色 鉛 筆,紙/14.6×23.2cm

8.海 浜 夕焼 け 色 鉛 筆,紙/14.7×23.2cm(紙)/8.6×20. 0cm(画)

9.海 岸 ス ケ ッチ 色 鉛 筆,紙/14.7×23.2cm

10.海 岸 ス ケ ッチ 色 鉛 筆,紙/14.7×23.4cm

11.海 岸 ス ケ ッチ 色 鉛 筆,紙/14.7×23.2cm(紙)/12.0×23.2cm(画)

12.海 岸 ス ケ ッチ 色 鉛 筆,紙/23.2×14.7cm

13.海 岸 ス ケ ッチ 色 鉛 筆,紙/23.0×14.7cm(紙)/21.0×14.7cm(画)

14.山 中人 家 ス ケ ッチ 色 鉛 筆,紙/23.2×14.6cm

15.山 中 人家 ス ケ ッチ 色 鉛 筆,紙/23.4×14.7cm

16.青 の洞 門 鉛 筆,紙/23.2×14.6cm

17.山 中 ス ケ ッチ 色 鉛 筆,紙/23.3×14.7cm

18.寺 社 ス ケ ッチ 鉛 筆,紙/23.2×14.7cm

19.神 社 ス ケ ッチ 色鉛 筆,紙/14.7×23.2cm(紙)/13.0×16.2cm(画)

20.語 らい 色鉛 筆,紙/14.7×23.3cm

21.河 畔 水 彩,紙/14.7×23.3cm

22.海 辺 水 彩,紙/14.7×23.2cm

23.風 景 色鉛 筆,紙/23.2×14.8cm(紙)/17.0×13.2cm(画)

24.静 物(柿 ・み か ん)色 鉛 筆,紙/14.7×23.3cm

25.牛 鉛 筆,紙/14.6×23.2cm

26.火 山 色 鉛 筆,紙/14.8×23.3cm

27.静 物(ネ ギ と玉 ネ ギ)色 鉛筆,紙/14.6×23.4cm

28.読 書(男 の 像) 色 鉛筆,紙/14.6×23.2cm

29.赤 ん 坊 色 鉛 筆,紙/23.4×14.7cm

30.外 国 風 景 鉛 筆,紙/28.5×38.3cm(紙)/20.2×27. 0cm(画)

31.婦 人 像 鉛 筆,紙/38.5×28.5cm

32.河 岸 放 牛 図 鉛 筆,紙/28.6×38.0cm(紙)/22.9×36.2cm(画)

33.少 女 鉛 筆,紙/38.2×28.4cm

34.腰 か け る少 女 鉛 筆,紙/56.9×38.4cm

35.少 女 コ ンテ,紙/42.6×27.6cm

36.刈 入 れ 水 彩,紙/34.0×50.5cm(紙)/24.5×40.8cm(画)

2

4

5
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坂 本 繁 二 郎(1882-1969)

37.刈 入 れ 水 彩,絹/53.1×78.3cm/1898年

38. 宇 治 川橋 鉛 筆,紙/17.6×34.2cm(画)

39.銀 閣 寺 鉛 筆,紙/27.0×36.0cm(画)

40.北 野神 社 鉛 筆,紙/30.0×21.0cm(画)

41.本 願 寺 鉛 筆,紙/24.3×34.7cm(画)

42.若 王 寺 鉛 筆,紙/32.4×19.3cm(画)

43. 紫 宸 殿 鉛 筆,紙/22.4×32.0cm(画)

44. 平 等 院 鉛 筆,紙/18.2×33.1cm(画)

45.大 谷 総 門 鉛 筆,紙/27.2×36.3cm(画)

46.宇 治 茶 摘 鉛 筆,紙/21.3×31.6cm(画)

47. 加茂 川 鉛 筆,紙/21.3×34.2cm(画 径)

48. 知 恩 院 鉛 筆,紙/24.5×33.0cm(画)

27

青 木 繁(1882-1911)

49.筑 後 風 景 油彩,板/22.5×32.3cm/1910年

其 の 他 資 料(お 手 本 類)

50.宇 治 川橋 コ ロタ イ プ

51.銀 閣 寺 コ ロタ イ プ

52.北 野 神 社 コ ロタ イ プ

53.本 願 寺 コ ロタ イ プ

54.若 王寺 コ ロタ イ プ

55.紫 宸殿 コ ロタ イ プ

56.宇 治 茶 摘 コ ロタ イ プ

57.加 茂 川 コ ロタ イ プ

58.知 恩 院 コ ロタ イ プ

59.東 大 谷 総 門 コ ロタ イ プ

60.英 国習画帖 A.F. Grace, A Course of Lessons in 
Landscape Painting in Oils, London, 1885.

31
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《美 術 館 講 座 》

《夏期美術講座「九州の風土と美術」》(第3回)

1981年7月11日

「北九州市立美術館」

講師:北 九州市立美術館学芸係長 満生和男氏

1981年7月18日

「佐賀県立九州陶磁文化館」

講師:佐賀県立九州陶磁文化館学芸員 吉永陽三氏

1981年7月25日

「福岡市美術館」

講師:福 岡市美術館学芸課長 安永幸一氏

《その他の記録》

久留米・石橋美術館館長 岸田 勉逝去

昭和57年2月7日 午後9時10分,急 性心不全のため死去,

享年66歳 。

《石橋文化センター 石橋美術館 創立25周 年記念講演会》

1981年10月10日(於 石橋文化会館小ホール)

「古賀春江と西欧前衛芸術」

講師:東京大学教養学部助教授 阿部良雄氏

「日本美術史上における九州」

講師:美術評論家 谷 信一氏

《版画の歴史と木版画実技》(3回)

1981年11月14日,21日,22日

講師:佐 賀大学助教授 深草広平氏

《美 学 ・美 術 史連 続 講 座》(第2期 ・8回)

1981年11月28日,12月5日,12日,19日

1982年1月9日,16日,23日,2月6日

講 師:岸 田 勉

《ピカソ愛の遺産展開催記念講演会》

1982年3月27日

「ピカソ,そ の人 と芸術」

講師:実践女子大学助教授 島 田紀夫氏
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1981年 度入場者数

ブリヂストン美術館

開館 有料
月

日数 一般 大 ・高生 中.小 生 団体 合計
無料 総計 一 日平 均

4 26 3,588 1,020 199 874 5,681 113 5,794 223

5 27 4,908 1,360 193 2,440 8,901 110 9,011 334

6 25 4,636 1,068 182 803 6,689 111 6,800 272

7 27 4,606 1,987 461 448 7,502 70 7,572 280

8 26 7,110 3,015 1,464 584 12,173 83 12,256 471

9 26 4,870 1,217 259 214 6,560 143 6,703 258

10 27 4,440 1,058 126 515 6,139 112 6,251 232

11 25 3,710 896 185 779 5,570 92 5,662 226

12 18 2,493 519 60 161 3,233 61 3,294 183

1 24 4,062 985 232 399 5,678 66 5,744 239

2 24 5,065 1,407 262 657 7,391 79 7,470 311

3 17 15,267 5,111 1,168 215 21,761 5,574 27,335 1,608

合計 292 64,755 19,643 4,791 8,089 97,278 6,614 103,892 356

石橋美術館

開館 有料
月

日数 一般 大 ・高生 中・小生 団体 合計
無料 総計 一 日平均

4 26 2,352 225 286 718 3,581 106 3,687 142

5 28 3,851 296 504 3,374 8,025 158 8,183 292

6 25 2,061 108 155 1,500 3,824 137 3,961 158

7 27 1,791 179 237 1,056 3,263 48 3,311 123

8 26 2,626 333 826 306 4,091 32 4,123 159

9 26 2,499 175 209 2,230 5,113 140 5,253 202

10 27 2,550 154 201 6,226 9,131 296 9,427 349

11 26 2,377 130 278 2,933 5,718 141 5,859 225

12 24 1,011 100 54 461 1,626 63 1,689 70

1 24 1,334 95 154 250 1,833 68 1,901 79

2 24 1,671 167 131 488 2,457 53 2,510 105

3 25 7,484 1, 419 1,629 2,950 13,482 1,695 15,177 607

合計 308 31,607 3,381 4,664 22,492 62,144 2,937 65,081 211

26 1981年度入場者数



新 収 蔵 作 品 New Acquisitions

ア ング ル,ジ ャ ン=オ ー ギ ュス ト=ド ミニ ク

INGRES, Jean-Auguste-Dominique 

1780-1867

若 い 女 の 頭 部

油彩 ・画布,40.5×32.5cm

右下に書き込み

 

: Etude  donnee par M. Ingres a Achille

Toussaint, Le Bain turc d'Ingres (Les dossiers du departe-
ment des peintres du Musee du Louvre, no. 1), exh. cat., 
Paris : Editions des musees nationaux, 1971, pp. 24-25, 
no. 33 ; D. Ternois and E. Camesasca, Tout l'oeuvre peint 
d'Ingres (Les classiques de l'art), Paris : Flammarion, 

1971, no. 128 ; "Principales acquisitions des musees en 
1981," La Chronique des Arts, supplement to the Gazette 
des Beaux-Arts, March 1982, no. 383.

Martinet,1833

Head of a Young Woman 

Oil  orf canvas, 40.5×32. 5cm 
Inscribed lower right : Etude donnee par M. Ingres a 
Achille Martinet, 1833

来 歴Prov.

 

: Achille Martinet, to whom given by the artist  ;

Paravey,  1870  ;J.-A. Boussac ; sale, Hotel Drouot, Paris, 
March 4, 1931, lot 58 ; Baron Cassel van Doorn ; sale, 
Hotel Drouot, Paris, December 2, 1954, lot 45 ; Germain 
Seligman, New York ; sale, Christies, London, June 30,

1980.

展覧会歴Exh.: Profiles and Perspectives in the 19th

ドー ミエ,オ ノ レ

DAUMIER,　 Honore

1808-1879

ラ タ ポ ワ ー ル

1850年 頃

ブ ロ ンズ,H.　 43.5cm

署 名(H.Daumier)お よび鋳 造 所 マ ー ク刻印(Alexis　 Rudier

Fondeur Paris)

1925年 に パ リの ア レ クシ ス ・リュデ ィエ鋳 造 所 に よっ て25体 鋳 造

され た うち の1体
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Century　 French　 Art,　 University　 of　 Kansas,　 Lawrence

(Kansas),　 Jan.-Feb.,1957,　 no.14.

文 献 Bibl.:Henri　 Delaborde,Ingres,sa　 vie　 et ses travaux,

sa　 doctrine,　 d'aPres　les　 notes　 manuscrites et　les　lettres

du　maitre,　 Paris:Plon,1870,　 no.93(possibly);Georges

Wildenstein,　 The　 Paintings　 of　 J.A.D.Ingres,2nd,　 revised

ed.,　London:Phaidon,1956,　 no.210,　 fig.142;Helene



Ratapoil

 ca. 1850 
Bronze, H. 43.5cm 
Signed (H. Daumier) and inscribed with the foundry 
mark (Alexis Rudier Fondeur Paris)

来 歴Prov.: Nelson A. Rockefeller, New York  ; 東京,フ ジ

古賀春江

KOGA,Harue

1895-1933

カ ワ画 廊(FujikawaGalleries,Tokyo).

文 献Bibl.: Maurice Gobin, Daumier Sculpteur 1808-1879 ,
Geneva : Pierre Cailler Editeur, 1952, no. 61  ; Jeanne L. 
Wasserman, Daumier Sculpture: A Critical and Com-

parative Study, Cambridge : Fogg Art Museum, Harvard 
University, 1969, no. 37 ; "Principales acquisitions des 
musees en 1981," La Chronique des Arts, supplement 
to the Gazette des Beaux-Arts, March 1982, no. 384.

テレス,セ ルジオ

TELLES,Sergio

1936―

マ ンゲ の 祭 り

1978年

13枚 のエ ッチ ング(テ ンペ ラと水彩に よる手彩色)と1枚 の水彩

画の アルバ ム

美 しき 博 覧 会

1926年

水彩 ・紙38.5×57.0cm

左下に署名:Koga-Harue

Beautiful Fair

1926

Watercolor on paper, 38.5×57.Ocm

Signed lower left:Koga-Harue

来 歴Prov.:東 京,高 松家(Takamatsu, Tokyo)

展 覧 会 歴Exh．:「 第13回 二 科 展 」,東 京 府 美 術 館,1926;「 古 賀

春 江 氏 遺 作 水 彩 画 展 」,銀 座 ・紀伊 国屋 ギ ャ ラ リー,1933;「 第21

回 目本 水 彩 画 会 展」,東 京 府 美 術 館,1934;「 古 賀春 江 遺 作 展 」,

銀 座 ・資 生 堂 ギ ャ ラ リー,1941;「 小 出楢 重 ・古 賀 春 江 展 」,神 奈

川 県 立近 代美 術 館,1953,No.42;「 歿 後25年 記 念 古 賀 春 江 展 」,

久 留 米 ・石 橋 美 術 館,1958;「 古 賀春 江 の水 彩 」,東 京 国 立 近 代 美

術 館,1965;「 近 代 洋 画 と福 岡 県 」,福 岡 県文 化 会 館,1980,No.

27

文 献Bibl.:『 古 賀 春 江 』,春 鳥 会,1934, p.15図 版 掲 載;中 野

嘉 一 『古 賀 春 江-芸 術 と病 理 』,金 剛 出版,1977,pp.28-29

Mangue's Party 

1978 
Album of thirteen etchings colored in tempera and water-

color by the artist's hand and one watercolor

エ ッ チ ン グEtchings:Ⅰ-11.2×8.4cm;Ⅱ-21 .6×21.2cm;

Ⅲ-11 .2×11.2cm;Ⅳ-23.0×15.0cm;V-21.4×21 .2cm;

Ⅵ-21 .4×21.3cm;Ⅶ-16.4×21.3cm;Ⅷ-15 .5×22.7

cm;Ⅸ-16.5×21.3cm;X-16.5×21.4cm;XI-16.6×21 .3

cm;XII-16.5×21.3cm;XIII-21.4×21.3cm

水 彩 画Watercolor:XIV-26.8×18.1cm

来 歴Prov.:作 者 寄 贈(Donation of the artist)

28 新収蔵作品.



自画 像

1916年

水彩 ・紙(久 留米市 櫛原町1丁 目岡芳技宛葉書の裏面),14.2×8.9

cm

左下に署名:HARUYE

Self-Portrait

ピカ ソ《赤 い布 の上 のギ タ ー》の模 写

水彩 ・紙，20.7×14.7cm

Copy after Picasso's Guitar on　a Red Cloth(1922,

Zervos IV-440)

Watercolor on paper,20.7×14.7cm

来 歴Prov.:東 京,高 松 家(Takamatsu, Tokyo)

1916

Watercolor on paper(on the back of a postcard addressed

to Yoshie Oka),14.2×8.9cm

Signed lower left:HARUYE

来 歴Prov.:東 京,高 松 家(Takamatsu, Tokyo)

街 の 風 景

水 彩 ・紙,15.5×28.0cm

View of a City

Watercolor on paper,15.5×28.0cm

来 歴Prov.:東 京,高 松 家(Takamatsu, Toyko)

(葉書裏面)

(葉書表面)

新収蔵作品 29



楕 円 形 の 女 性 像

墨 ・紙，20.4×14.8cm

Portrait of a Woman in Oval

Sumi on paper,20.4×14.8cm

来 歴Prov.:東 京,高 松 家(Takamatsu, Tokyo)

藤原昌美

FUJIWARA, Masami

1937―

作 品R-Y2

1980年

ア ク リル ・画 布,90.0×90.0cm

Work R-Y2

1980

Acrylic resins on canvas,90.0×90.0cm

展 覧 会 歴Exh.:「 第15回 現 代 日本美 術 展 」,東 京 都 美 術 館,京 都

市 美 術 館,1981,ブ リヂ ス トン美 術 館 賞 受 賞(The 15th Contem-

porary Art Exhibition of Japan, Tokyo Metropolitan

Art Museum and Kyoto Municipal Art Museum
,1981,

awarded the Bridgestone Museum of Art Prize)

30 新収蔵作品
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研 究 報告 … …島田紀夫

ルノアールの《大水浴図》をめぐって(下―1)*

(V)ル ノアールの「古典主義」

1883年 頃,私 の作品の中にひとつの断絶のようなも

のが生じた。私は印象主義の果まで歩いていって,も

はや色で描くことも線で描くこともできなくなったこ

とに気がついた。一言で言えば,私 は袋小路にはいっ

たのである1）。

ルノアールの《大水浴図》を論ずる際,諸 家によって常

に引用される言葉である。しかしこれは,言 うまでもな

く,ヴ ォラールによって記録された「ルノアールの言葉」

にすぎない。

《大水浴図》に関連してルノアール自身が書き残 した文

章としては,リ ヴィエールが発刊した 『印象派画家,美

術新聞』に寄稿した2つ の論文(1877年4月14日 号 と4月

28日 号),1884年5月 の 「不規則主義者協会」宣言文の草

案,ヴ ィクトル・モッテによるチェンニーノ・チェンニー

二の『芸術の書』の仏訳文につけた書簡形式の序文などが

ある。他に,彼 自身が認めた数多 くの手紙の中でも言及

されている(しか しそれらは一本にまとめられていない)。

1880年 代前半のルノアールの芸術観を示すものとして,

彼 自身の手になる2通 の手紙 と「不規則主義者協会」宣言

文の草案をとりあげてみよう。

今朝,私 は次のような電報をあなたに送 りました;

あなたがもっている私の作品,そ れをあなたが展示す

ることをこばむわけにはいかない。しかし,そ れを展

示するのは私ではない。

この短い言葉の中に私の考えが完全に表現されてい

ます。

つまり,理 解していただきたいことは,ピ サロ=ゴ

ーガンの結びつきはいかなる場合でも支持できないこ

と,ア ンデパンダンと呼ばれるグループに含まれるこ

とは私には決して受け入れ られない,と い うことです。

第一の理由は,私 がサロンに出品していることです。

このことは他の人たちは決 して耐えられないでしょう。

そこで私は拒否 し,拒 否 し続けるのです2)。

*『ル ノアールの《大水浴図》をめ ぐって(上)』――Ⅰ.は じめに―

印象派以前,Ⅱ.ル ノアールの《大水浴図》,Ⅲ.過 去 の作品か

らの影響,Ⅳ.ル ノ ア ー ルの女性裸体像の変遷―― は,館 報

(29),1979に 掲載 された。なお,Ⅵ.ル ノアール とセザ ンヌの

水浴図,Ⅶ.お わ りに― ル ノアール と市民的写実主義,は 次 号

に掲載 予定 である。

この手紙は1882年2月26日 に レス タ ックか らデュラ

ン=リ ュエルに宛て出された。印象派の グループ展に第

4回(1879年)か ら第6回(1881年)ま で連続 して不出品だ

ったルノアール に対して,デ ュラン=リ ュエルがその年

の3月 に開く予定の第7回 展に出品を依頼したことへの

返事である。第4回 展に ドガの勧めでゴーガンが加入 し

た。ゴーガンは,サ ロンに応募しないという唯一の条件

をのんで,印 象派展に参加した3)。 ゴーガンはピサロか

ら印象主義の手ほ どきを受けており,ゴ ーガンとピサロ

の結びつきは他の仲間にも明らかであった。ルノアール

がピサロ=ゴ ーガンの結びつきに示 した反撥は,レ ーヴ

グレンによると,芸 術的な アヴァン・ギャル ドの中に社

会的・政治的な敵対関係が生 じたことを暗示している4)。

次の手紙にはその敵対関係がさらにはっきり現われて

いる。

……不幸にも私は生涯の目標をもっている。だから

自分の作品を展覧するのだ。

私のとる手段は良くないかもしれないが,私 はそれ

を好む。ピサロ,ゴ ーガン,ギ ョーマンと一緒に出品

することは,自 分の作品をある社会主義的なグループ

と一緒に見せることになる。さらに,ピ サロはロシア

人画家ラヴロフや他の革命党員を招こうとしている。

公衆は革命の臭いのするものは好まない。私もこの年

齢になれば革命家になろうとは思わない。ユダヤ人 ピ

サロと共に留ることは,革 命に組することになるだろ

う5)。

この手紙から読みとれる激しい敵対的な調子は,非 美

学的な考えが印象派のグループを解体する要因のひとつ

になっていたことを示しているだろ う。ピサロは実際に

アナーキス トのグループと接触していたことがある6)。

セザンヌもある手紙の中でそのことに言及している7)。

ル ノアールの手紙は,レ ーヴグレンが示唆するように,

数年後にフランスにおいて顕著になる反ユダヤ主義の萌

芽である8)。

1879年,ル ノアール が サ ロンに出品した《シャルパン

ティエ夫人と子供たち》が若干の成功をもたらした こ と

は既に述べた。翌1880年 のサロンにモネもルノアールと

共に応募 して入選した。この年のサロンの展示方法は,

従来のアルファベッ ト順から4つ のセクションによる陳

列に変えられた9)。 つ まり,(1)無 審査画家,(2)そ の年の

審査を免除された画家,(3)審 査を受ける画家,(4)外 国人

画家。
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これに対 してルノアールは独自の案を考えていたらし
アンステイテュ

い10)。それによると,(1)学 士院会員およびかつてサロン

で受賞 した画家,(2)外 国人画家,(3)理 想主義的画家,歴

史画家および風景画家,（4）自然主義画家,印 象派画家,

静物画など。それぞれのセクションは1,000点 を限度 と

し,そ の功績に応じて “優等画家のホール"か “極端な画

家のホール"か に展示する。それぞれのセクションは400

人以下のメンバーで構成され,審 査員を指名 しうる。入

選しない作品は4つ の審査員団の最終的な再審査のため

に集められ,“ 無差別"の ラベルをつけて特別の部屋に展

示する。これらの作品はカタログには記載 しない。

ルノアールのこの案は次の点で興味をひく。その頃の

サロンには印象派風の“極端な"作 品か ら学士院(の 一部

門であるアカデ ミー・デ・ボザール)会員の保守的な作 品

まで,広 範囲の作風をもつ作品が出品されていたこと。

ルノアールは,審 査規準にかなわぬ作品に対しても理解

を示すと共に,保 守的な作風の画家たち―― アカデミー

会員やサロン入賞者―― にも相応の敬意を表わしている

こと。

34 研究報告
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前に引いた手紙からもうかがえるように,ル ノアール

は極端な作風の画家ないしは革命を好む画家と思われる

ことを好まなかったか ら,彼 自身は自分の作品が“優等

画家のホール"に展示されることを望ん でいたにちがい

ない。 ところが実際には,ル ノアールの作品はモネの作

品と共に非常に悪い場所に展示された。彼らはそのこと

に抗議する手紙を,替 ったばか りの美術監督官に出そ う

と考えた。そ して,そ の文章のコピーをセザンヌに送 り,

ゾラが『ヴォルテール紙』にそれを発表して くれるように

依頼 した。か くて,ゾ ラの「サロンにおける自然主義」と

題する論文が3回 にわたって『ヴォルテール紙』に掲載さ

れることになったのである。その中でゾラは,か つて印

象派に対 してとってきた弁護の態度を示すと共に,批 判

的な言辞をももらしている。モネやルノアールが,一 旦

はサロンを断念しながら再びサロンに出品したことに,

ゾラは疑問を呈した。印象派の画家たちがグループ展を

開いて公衆から誹謗されている間に,マ ネはサロンで成

功 した。またサロンの入選作の中には,印 象派のグルー

プ展に参加せずに印象主義の技法を取 り入れた画家のも



のもみられるようになった。 ゾラは,印 象派のグループ

展を,公 衆に知られる最も安易な方法であり,ま た最も

危険な方法である,と 考えた。そしてゾラはこう書 く。

真の不幸は,こ のグループの中に新 しい形式を力強

く決定的に実現した画家がひとりもいないことである。

新 しい形式は,彼 らが示す作品の中に散在している。

形式はかなたにあ り,無 限に分割されている。彼 らの

うちのだれでも,そ の形式を大家から採用しているも

のはみあたらない。彼らはすべて先駆者なのだ。天才

のある者は現れていない。彼らが意図していたものも

分るし,彼 らが正しいことも分る。しかし,形 式をも

つ傑作を探してもむだである。……印象派画家の闘争

が目標に到達していない理由はここにある。彼らは自

分たちが取 り組んでいるものよりも依然劣ったままだ。

彼 らは言葉を見出せずに口ごもっている11)。

ゾラは印象派の欠点を,様 式の欠如,仕 上げの未完成

にみているように思われる。このような批判は,当 時の

デュランティやユイスマンスの文章の うちにも認められ

る12)。さ らに,1880年 代前半は,文 学や音楽の分野にお

いても,広 い意味での自然主義的な傾向に対する反動が

み られる13)。この章の冒頭に引いたヴォラールの手にな

るルノアールの言葉は,こ うしたコンテキス トの中で読

まれなければならないだろう。

ゾラの文章の中には,印 象派のグループはすでに存在

しない,と いう意味の記述がある14）。印象派に好意的な批
アンデパンダン

評家デュランティは1879年 の第4回 展に関し,「独立派,

印象派,写 実派その他が,さ まざまな傾向をもったひと

つのグループを作っている」と述べた15)。一 方,印 象派

には敵対的な批評家ヴォルフも,1880年 の第5回 展に関

し次のような記事を書いた。

独立派ないし印象派と自ら呼ぶ画家たちの展覧会を

訪ねた。……これらの作品を見ることを熱望していた

わけではない。非常に興味あるスケッチと並んで,ほ

とんど何んの価値もないカンヴァスがある。それは小

石を真珠 と間違えている気狂いどもの作品だ。例外は

ドガ氏 とベル ト・モリゾ夫人であ る。他は批評するの

も議論するのにも価しない。 ドガ氏のような人がなぜ

このような集 りに留まっているのだろう。なぜ彼は,

とっくの昔に印象派画家を見捨てたマネの例にならわ

ないのだろう……16)。

ヴ ォル フの 記 事 に は あ い か わ らず 印象 派 に対 す る敵 意

が 認 め られ る。 しか し彼 の 目に も,ド ガ が他 の 画家 と異

って 見 え た ら しい こ とが 分 る。 マ ネ の 例 に な らえ とい う

こ とは,ド ガ も また サ ロ ンで 成 功 す る とい う こ とを 意 味

し てい るだ ろ う。 印 象 派 に 好 意 を 示 す 人 に も敵 意 を示 す

人 に も,共 に 印 象 派 グル ー プの 様 式 傾 向 の 多様 性 が理 解

され て いた の であ る。 ジ ョン ・リウ ォル ドは1881年 の 第

6回 印象 派 展 の 出品 者 を 次 の2つ の グル ー プに分 け た17)。

(1)ピ サ ロ,ベ ル ト・モ リ ゾ,ギ ョーマ ン,ゴ ー ガ ン,ヴ

ィニ ョ ン。(2)ド ガ,メ ア リー ・カサ ッ ト,フ ォ ラ ン,ラ フ

ァエ リ,ル ア ー ル,テ ィオ,ヴ ィダル,ザ ン ドメネ ギ 。

他 に,サ ロ ンに応 募 し入 選 をね ら う画 家 が 第3の グル ー

プを 作 る。 つ ま り,ル ノ ア ー ル,モ ネ,シ ス レー,セ ザ

ン ヌで あ る。 彼 らは や が て様 式 お よ び技 法 に お い て も異

な った 方 向 を とる こ とに な る。

1880年 代前 半 の 印象 派 は,ド ガか ら ピサ ロ まで を 含 む

多様 性 を 秘 め て い た。 一 方,当 時 のサ ロ ン出 品 作 も ブー

グ ロー か らマ ネ に ま で及 ぶ 。 しか もそ の 中 間 に,ベ ラー

ル,ジ ュゼ ッペ ・ド・ニ ッテ ィスの ご と き折 衷 派 の 大 多 数

を 含 み,様 式 と技 法 の多 様 性 は 印 象 派 グル ー プの比 で は

な か った の で あ る18)。

ル ノア ー ルは1884年5月 の デ ュ ラ ン=リ ュエ ル 宛 の あ

る手 紙 に 同封 して,次 の よ うな 自筆 の 草 案 を送 っ た。

毎 日のように芸術上の疑問がひきおこすあらゆる論

議のなかで,わ れわれが注意を喚起しようとしている
イレギュラ リテ

主要な問題点が一般に忘れ去られている。不規則性に

ついてわれわれは問題にしたいのである。

自然は空間恐怖を持っている,と 物理学者たちはい
アクシオ一 ム　　　　　　　　　　　　 レギュ ラリテ

うが,そ の公理には,自 然はまた少なからず規則性の

恐怖をも持っていることを付け加えて,こ れを完全な

ものとすることができよう。

事実具眼の人は,事 物の形式を支配する法則の明快

単純さにもかかわらず,自 然の産物は,最 も重要なも

のから些細なものに至るまで,そ れ らがたとえどのよ

うな種類に属そ うと,か ぎりなく多様であることを知

っている。最も美 しい顔立ちのなかの二つの眼も,き

まってかすかに不ぞろいだし,ど んな鼻でも正確に口

の真上にあるものはない。一個のオレンジを四つに分

けても,一 本の樹木のどの葉を取ってきても,ま た一

つの花のどの花弁を持ってきても,一 つとして同じも

のはないのである。あらゆる階層の美は,こ の多様さ

の魅力から由来するか とさえ思われる。この観点に立
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って,も っとも著名な造形もしくは建築作品を検討し

てみれば,そ れらを創造した偉大な芸術家たちが,自

然に私淑 して,自 然のように振舞 うことを希求し,そ

の不規則性の基本法に抵触しないようにつとめている

ことが容易にわかるはずだ。 同様に,サ ン・マルコ寺

院も,フ ランソワ一世妃の小宮殿も,ま たいわゆるゴ

シック寺院などのすべてをふ くめて,完 全な直線など

は一本 も現われてこないし,丸 や四角や卵形の形があ

ったにしても,そ して容易にその正確さを期すること

ができたにしても,け っしてそ うしなかったことを確

認することができる。か くしてなんのおそれるところ

もなく,真 に芸術的なあらゆる制作品は,不 規則性の

原理にもとづいて発想され制作されたものであること

を,つ まり,わ れわれの考えをより完全に説明する新
イレギュ ラリス ト

語を使っていえば,つ ねに不規則主義者の作品である

ことが確言できるのである。

また今世紀当初まではあれほど豊かで,深 い魅惑と

精妙なファンタジーに満ちていたわがフランス美術も,

い まや技術家の設計図が観念的にな りゆくにつれて,

規則性,無 味乾燥,誤 れる完全性への偏愛へ と衰退 し

つつある。かかるときに当って,わ れわれは,フ ラン

ス美術の絶滅を招くおそれのある死せる教理に対 し,

一刻 も早く反対する必要があり
,ま たしたがってあら

ゆるデ リケー トな感受性の持主,あ らゆる趣味人の義

務は,争 いや主義主張に対する嫌悪感がたとえどうで

あれ,す みやかに団結することにあることを切に思 う

のである。

こうして一つの結社が必要になってくる。

それについて,い まここで決定的な基盤を設定しよ

うというつもりはないが,お およそ次のような計画の

線だけは考えておいていいのではなかろうか。

その結社は,創 立者たちの一般的な理念をいいあら
ソシエテ・デ ．ジレギュラ リス ト

わす不規則主義者協会とい う名称を採ることにする。

その目的とするところは,で きるだけ早く展覧会を

開き,不 規則性の美学を持つあらゆる芸術家たち,画

家,装 飾美術家,建 築家,金 銀細工師,刺 繍家などが

参加できるようにする。

入会条件としては,次 のようなことが明確に約定さ
ダ プ レ ・

れる。建築にかかわる分野では,あ らゆる装飾は自然
ナ チ ュ ー ル

に即して制作されなければならず,い かなるモチーフ

も,花 であれ葉であれ人物であれ,そ の他なんであれ,

正確にくりかえす ことはゆるされず,ど んな些細な断

面も,精 密な器具の助けを借 りずに制作されなければ
プラステイク

ならない。さらに造 形にかかわる分野では,金 銀細
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工師や他の作家たち(註《刺繍家 な どや 陶器絵付師な

ど》の文字が一旦記されて消されている)は,彼 らの完

成作品のかたわらに,そ れらを構成するのに役立てた

自然に即 して描いた素描や絵もあわせて展示すること

とする。

 作 品のなかに,部 分であれ全体であれ,コ ピーした

ものがふ くまれていた場合には,い かなる作品も受け

入れられない。

 以上のような協会の美的原理を論じた り,そ うした

傾向を示した り,そ の有効性を立証した りする完全な

美術の教則本が,志 向をともにする会員の協力を得て,

創立委員会の監修のもとに出版される。

 不規則主義の原理の明証性を推進 させるのに役立つ

著名なモニュメントや装飾の写真も,協 会の費用にお

いて取得され,公 衆の用に供されるべく特別室に配置

される19）。

 い ささか長い引用だが,ル ノアールの当時の考え方が

文字になって残 された数少ない記録である。しかし,こ

こから何を読み取るかは視点の置き方によって異ってき
  

そ うである。

 明 らかなことは,ル ノアールがひとつの結社を形成す

る必要を感 じていた,と いうことだろう。ルノアールは

もともと社交的な人物で,晩 年に到るまで多 くの人と交

わることを好んだ20）。 ところが,1880年 代半ば頃には,

かつての印象派の仲間たちは様々な理由(芸術的・思想的

・政治的・経済的などの理由)か ら離れ離れに な る。1882

年の第7回 印象派展以後は,デ ュラン=リュエルな ど の

努力にもかかわらず,グ ループとしてのまとまった展覧

会は1886年 まで開かれない。そしてこの最後のグループ

展は印象派のアヴァン・ギャル ドとしての役割の終 焉 を

告げるものでもあった。制作する拠点もそれぞれ異なっ

た場所が選ばれるようになる。セザンヌはエクスに,シ

ス レーはモ レに,モ ネはジヴェルニーに,ピ サロはエラ

ニーに。ルノアール自身も,主 に経済的な理由から生活

費の安い所を求めて,エ ッソワ,ラ ・ロシェル,ラ ・ロシ

ュギュイヨン,ヴ ァルジュモンなどを転々とす る。《大

水浴図》の背景描写にはそれ らの風景が影を落 してい る

と思われる。

 1860年 代末から印象派の僚友 として行動を共にしてき

たモネの態度は,ル ノアールに特別に孤立感を与えたか

もしれない。デュラン=リ ュエルに宛てた1884年1月12

日付および1月28日 付のモネの手紙には,一 諸に制作 し

ようとい うルノアールの誘いに対するモネの不快感がか



なりはっきりと表わされている21）。ルノアールにとって

芸術家たちの団結による新たな結社の必要は切実なもの

であったと思われる。

 ところで,こ の結社の目的 とするところは何か。「でき

るだけ早 く展覧会を開き,不 規則性の美学を持つあらゆ

る芸術家たち,画 家,装 飾美術家,建 築家,金 銀細工師,

刺繍家などが参加できるようにする」と宣言文に あ る。

ルノアールはここで装飾美術から応用美術までを含む広

範囲の結社を考えていたのであろう。ルノアール自身が

年少の頃から装飾工芸の仕事にたずさわっていたことも

考慮されなければならない。当時のフランスの装飾工芸

が機械化によって危機に瀕していたことも影響を与えた

だろう。この宣言文から読み取れる近代性,装 飾芸術,

不規則性とい う3つ の要素から,ル ノアールと日本美術

との関連を示唆されたのは大島清次氏である22)。大島氏

は,ル ノアールの宣言文を「フランス装飾美術と日本美

術」とい うコンテキス トの中に置いて,ル ノアール芸術

の中に日本美術の影響をさぐろうとしておられる。印象

派画家の中で日本美術(特 に浮世絵版画)か らの影響が直

接あらわれることの少ないとされるルノアールについて,

非常に興味深い指摘である。しかし残念ながら,筆 者は

いまその問題に留まることができない。

 バ ーバラ・ホワイ トはこの宣言文の中に,《大水浴図》

の特異性のいくつかを説明しうるルノアールの考えを読

み取ろうとした23)。彼女によると,《大水浴図》にみられ

る様式の不規則性  左側の人物の写実的・古典的・線的

様式と右側の人物および背景の風景の印象主義的様式 と

の間における不規則性― は,ル ノアールの芸術信条を

表明したものかもしれないのである。ルノアールはまた

この作品のために多くの素描を残した。そこにはメディ

ウムの多様さと共に,人 物のポーズおよび配置にも多様

性がみられる。1884年 か ら1887年 の間の手紙の中に,こ

の期間ルノアールが探究と実験を重ねていたことを示す

ものがある。この実験の試みが《大水浴図》に結実するわ

けだが,不 規則性の理論がこの時期のルノアールを導い

ていたのかも しれない。不規則性の理論によって,《 大

水浴図》にみ られ る様式と技法の多様性を説明すること

も,可 能であろう。

 宣 言文の中でルノアールは,「 自然の産物は,最 も重

要なものから些細なものに至るまで,そ れらがたとえど

のような種類に属そ うと,か ぎ りなく多様である」と書

いた。ヴェントゥリによると,ル ノアールの理論は絵画

の基礎を感覚に置いている。芸術における不規則性は自

然における不規則性に由来する。ルノアールのこの考え

は,ヴ ェン トゥリに従 うと,「美は大きさと秩序にある」

(『詩学』)とするア リス トテ レス流の考えと対照的である。

印象派は,感 覚の不規則性と多様性を,理 性の秩序と対

立させた。不規則性と秩序とい う観点からすれば,印 象

主義と新古典主義とは截然と区別されなければな らな

い24)0

 ヴェン トゥリの説に従えば,宣 言文の中にはルノアー

ルの印象主義的な考えが反映していることになる。そし

て,ホ ワイ トの示唆に従 うとすれば,《 大水浴図》の中に

宣言文の表明をみることができる。ところで,ル ノアー

ルの1880年 代の様式は古典主義的な傾向と結びつけられ

ることが多い25)。その代表的な作例 として《大水浴図》が

引き合いに出される。だとすれば,《 大水浴図》には相反

する様式が同居していることになる。すでに繰 り返 し述

べたように,《 大水浴図》の画面には,様 式・技法・霊感源

などに関し,複 数の要素が混在する。その中のどの要素

を強調するかによって,一 見相反するが如き様式傾向が

導き出されることになる。さらにルノアールの1880年 代

に関 してしばしば指摘される(新)古 典主義については,

用語上の混乱もみ うけられる。近代におけるクラシック

(古典的)と い う言葉は多義的な意味を込めて用いられる。

例えばロジャー・フライは,1912年 に ロン ドンのグラフ

トン・ギャラ リーズで催された2回 目の「後期印象派展」

のカタログにこう書いている。

 最後に私は,こ こに展示されたフランス画家たちの

顕著な特色に注意を喚起したいと思う。つまり,彼 ら

の作品にみられるきわだって「古典的」な精神について

である……。私のいう「古典的」という言葉は,無 感覚,

ペ ダンティック,因 習的,制 約的,あ るいはこの言葉

がいままで包含してきたのと同じようなことを,意 味

しているのではない。ま して,《 アイスクラピウス訪

問》とか《コロセウムのネロ》とかの作品を描 く画 家を

「古典的」と呼ぶつもりはさらに な い。私のいう「古典

的」の意味は,連 想観念に作品の効果を求めよ うとし

ない画家のことだ。 ロマン主義や写実主義の画家たち

は常に連想観念に依存 していた,と 私は思 う26)。

 シオ ドア・レフは「セザンヌとプサン」と題する論文で,

セザンヌをプサンに結びつけたのは19世 紀末から20世 紀

初頭にかけて顕著になる新古典主義の信奉者たちであっ

たことを多くの資料を駆使 して証明した27)。特に,ベ ル

ナールとドニの著作は,象 徴主義から新古典主義へと芸

術思潮が移行する時期において,セ ザ ンヌとプサンを結
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びつけるうえで重要な役割を果した23)。「自然に則 して

プサンをや り直す」とい う有名な言葉も,セ ザ ンヌ自身

の手紙の中にはみあたらない。1904年 にセザンヌに会っ

てから17年 後に書かれた ベルナール の論文「セザンヌと

の会話」の中に初めて登場するのである29)。もっ と も,

セザンヌがプサンに言及した言葉としては,1905年 に シ

ャルル・モリスが行なったアンケー トに対する カモワン

の返答の中に,「 自然に則してプサンに生命 を与 え る」

とい うのがあ る こ とを,レ フは他の場所で指摘してい

る30)。

 モーリス・ドニは1905年 のサロン・ドー トンヌの展覧会

評でセザンヌをプサ ンに結びつけて論評した。その中で

ドニは,シ ャルル・モリスが1905年 に行なったア ンケー

トの結果についても言及している。

 シャルル・モリス氏はこの夏なん人かの若い世 代 の

画家たちに,絵 画における現在の傾向に関するインタ

ヴューを行なった。『メルキュール(・ド・フランス)』誌

に掲載されているが,彼 らの解答はそ う思 うほど多岐

にわたってはいない。最も一般的な意見は,印 象主義

は終った,と いうものだ。その存在すら疑い始めてい

る ……31）。

 ここには,ド ニの新古典主義的立場からする印象主義

に対する偏狭な理解が表明されている,と 考えるべ きで

あろう。小論の初めの部分でもふれたように32),シ ャル

ル・モリスのアンケートの解答の中には印象主義に対 す

る評価の多様性が示されている。 レフによれば,世 紀の

変 り目における状況は次のようであった。「ドニとマ イ

ヨールが象徴主義と印象主義を捨てたとしても,彼 らの

グループの他の人たち  ヴュイヤールとボナール  ,

あ るいは同じ時期の他の人たち  ロー トレックとマテ

ィス  は,そ うしなかった。新古典主義者と,印 象主

義に近づいたままでいようとする人たちとの間の衝突は,

1898年 に ドニとヴュイヤールとの間で交された往復書簡

に生なましく表現されている33)」。

 1905年 のサロン・ドー トンヌ評の中で ドニは ルノアー

ルについてこう述べている。

た くましくまた冗漫な裸体像に打ち勝 っている。色調

の肉づけに関する知識は,彼 の若々しい特質や率直さ

をいささかもそこなわないことに注目しよう34)。

 ドニはこれに続けてセザンヌをとりあげ,こ の年老い

た峻厳な巨匠がその洗練されたスタイルにおいて,静 物

画や風景画におけるプサンのようだ,と 書 くのである。

ドニはすでに1890年 代末にセザンヌの古典主義的側面に

注目している。そしてセザンヌを,フ ランスの古典主義

の伝統の創始者であるプサンに結びつけた。それは世紀

の変り目における新伝統主義者たちのプサ ン・リヴァイ

ヴァルに帰因するのである。1870年 代末頃からセザンヌ

は印象主義に対 して疑問を持つようになったことは確か

であろう。 しか しそれが直接プサ ン芸術に連なるわけで

はない。 レフ によれば,「 セザ ンヌにとっての古典主義

は,伝 統への復帰ではなく,過 去の画家たちの組織的な

方法か ら示唆を受けた感覚の論理的発展を意 味 して い

た」35)のである。そしてこのことは,ル ノアールに と っ

ての古典主義にもそのままあてはまるものではないだろ

うか。

 ところで,ジ ョルジュ・リヴィエールはすでに1877年

にセザンヌの古典主義的性向を見ぬいている。1877年 の

第3回 印象派展に出品されたセザンヌの《休息する水 浴

の男たち》(Venturi No.276)に 関する記事にお い てで

ある。多分セザンヌ芸術の古典主義的側面を論じた最初

の文章だが,彼 はそこでセザ ンヌをプサンに結びつける

ことはせず,ギ リシア美術 と比較 した46)。リヴィエール

はルノアールの友人でもあった か ら,ル ノアールの《大

水浴図》制作にはセザンヌの水浴図からの影響も充 分 に

考えられるだろ う。ルノアールとセザンヌとは1880年 代

の前半にしばしば会っている。

 (実践女子大学助教授/前 ブリヂストン美術館学芸課長)

 ル ノ ア ール も また,も は や 印 象主 義 者 で は な い。 彼

は 最 近 の 驚 くべ き手 法 に よっ て,ラ フ ァエ ル ロ の「火

災 」(ヴ ァ テ ィカ ン宮殿 第3室 ス タ ン ツ ァ・デ ル ・イ ンチ

ェ ン デ ィオ の 《ボ ル ゴの 火災 》)や「フ ァル ネ ジ ー ナ」(ヴ

ィラ ・フ ァル ネ ジ ーナ の《ガ ラテ ア の勝 利 》)の よ うな,
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美術館案内

ブリヂストン美術館

場所

開館時間

休館

入場料

東京都中央区京橋1-10-1(〒104)

TEL.03(563)0241

午前10時 ～午後5時30分

毎月曜日 年末年始(12月27日 ～1月4日)

個人:

一般¥400大 ・高生¥300中 ・小生¥150

団体(15名 以上):

一般¥300 大 ・高生¥200 中 ・小生¥100

なお,特別展の場合は変更することがある。

Bridgestone Museum of Art

Address    10-1, Kyobashi 1-chome, Chuo-ku,
            Tokyo, Japan Phone:03(563)0241
Museum Hours Open daily from 10.00 A.M.
            to 5.30 P.M. except Monday
            Closed from December 27 to
            January 4
Admission   Adults ¥400
            Students ¥300
            Children under 15 ¥150

石橋美術館

場所

開館時間

休館

入場料

福岡県久留米市野中町1015

石 橋文化センター内(〒830)

TEL.0942(39)1131

午前10時 ～午後5時

毎月曜日 年末年始(12月27日 ～1月4日)

個人:

一般¥300大 ・高生¥200 中 ・小生¥150

団体(20名 以上):

一般¥250大 ・高生¥150 中 ・小生¥80

なお,特別展の場合は変更することがある。

 Ishibashi Museum of Art

Address     1015, Nonaka-cho, Kurume , Fuku-

           oka-ken, Japan

           Phone:0942(39)1131M
useum Hours Open daily from 10.00 A.M.

           to 5.00 P.M. except Monday

           Closed from December 27 to

           January 4
Admission   Adults ¥300

           Students ￥200

           Children under 15 ￥150

石橋財団

ブリヂス トン美術館

久留米・石橋美術館

1981年 度館報/第30号

Ishibashi  Foundation 
Bridgestone Museum of Art . 
Ishibashi Museum of Art 
Annual Report No. 30(1981)

Guide to the Museums
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